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私たち全国青年司法書士協議会（以下「全青司」）は市民の権利擁護を目的と

して様々な活動をしている任意団体で、全国に存在する青年司法書士約２８０

０名で組織されています。 
全青司人権擁護委員会では、平成１７年度より全国の児童養護施設を訪問し、

施設を退所予定の、これから社会の一員となる年齢の子ども達を対象とした「無

料出張法律教室」を開催しています。 
おかげさまでご好評をいただき、毎年全国各地で３０回以上開催させていた

だいており、本年度も１人でも多くの子ども達と会ってお話する機会を得たい

と考え、ご案内させていただきました。 
法律教室の内容その他につきましては、同封の「司法書士による無料出張法

律教室ってどんなもの？」をご参照いただければと思います。 
私たち司法書士は、子ども達と向き合い、日々を支えている皆さんとともに、

私たち司法書士が子ども達の今と未来のためにできることを実践したいと考え

ています。是非、全青司による「無料出張法律教室」の開催をご検討ください。 
どうぞよろしくお願いいたします。 
     
 
 
 
 
       

 －問い合わせ先－     
全青司人権擁護委員会 児童養護施設無料出張法律教室係 担当：石井 

電話：042-532-8147 E-mail：hiroaki_i_sihou@mre.biglobe.ne.jp 
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第１２回無料出張法律教室開催のご案内 

   

 

  無料出張法律教室ってどんなもの？ 
 

全青司ってなんですか？ 

そもそも司法書士ってどんな人たちなのですか？ 

司法書士は法律の専門家の一種で、民事裁判で訴訟代理人となるこ

とができるのは弁護士以外では司法書士だけです。司法書士は不動産

取引などの契約のプロとして、悪質商法の被害など消費者トラブルも

解決します。 

全国の若手司法書士約 2800 人でつくる私たち全国青年司法書士協議会（略して「全

青司」）は市民の権利擁護を目的として様々な活動をしています。 

 

全青司はいつから法律教室をしているの？ 

全青司では、平成１７年から全国の児童養護施設を訪問し、施設を退所予定の、こ

れから社会の一員となる年齢の子ども達を対象とした「無料出張法律教室」を開催し

てきました。今年で 11 年目になります。おかげさまでご好評をいただき、毎年全国

各地で３０回以上開催させていただいています。 

 

法律教室ってなにするの？ 

難しくないですか？ 

「法律」というとなんだか難しそうですね。でもたと

えば施設の子どもたちがひとり立ちした後、悪質商法の

被害にあったり、多額の借金をしてしまったり、家賃を

払えなくなってしまったらどうなるのだろうと心配になったことはありませんか。最

近ではＳＮＳやインターネットをめぐるトラブルや、ブラック企業・ブラックアルバ

イトなど若者をめぐる問題もどんどん複雑化しています。 

このような問題の中には、法律に関する初歩的な知識があれば簡単に予防できるも

のもあります。またトラブルに巻き込まれたときにどう対処すればいいのか、どこに

相談すればいいのかを知っていることは、ひとりの「権利の主体」として生きる力に

つながります。 

全青司の「無料法律教室」では、生活の基本設計から、悪質商法、ＳＮＳや携帯電

話をめぐる契約、借金、連帯保証、労働トラブル、住まいをめぐるトラブルなど、チ

ョットむずかしそうな、でも身近に起こりそうな具体的な問題とりあげて、私たち司

法書士がわかりやすく解説したりします。クイズや映像、寸劇等を交えながら楽しく

体験できるように工夫を凝らした教材やプログラムも数多く用意しています。 

司法書士による 
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詳しいことは事前にご相談ください 

内容は全てオーダーメイドです。事前に打ち合わせを行いますので、なんでもお気

軽にご相談ください。 

  人数の制限はありません。少人数でもＯＫです。 

  障害の有無など必要な配慮等についても事前にご相談ください。 

  年に何回お申し込みいただいてもかまいません。 

  公益活動ですので費用は一切いただいておりません。 

 

どうして法律教室をしているの？ 

私たち司法書士は、日々、様々な生活上のトラブルを抱えた方か

らの相談を受けます。その中で、多くの子ども達が、経済的な困窮

状態や精神的に追い詰められた家庭環境のもとで生活し、心を痛め、

苦しんでいることを知りました。子ども達と向き合い、日々を支え

ている皆さんとともに、私たち司法書士が子ども達の今と未来のた

めにできることを実践したいという願いを込めて「無料法律教室」

を実施しています。 

もちろん何度か法律教室をしたからといって、子どもたちに全ての内容を覚えても

らえるとは思っていませんしそんな必要もありません。私たちは子どもたちに、身近

で基本的な法律知識を身につけトラブルの予防に役立ててもらいたい。たとえ困難に

直面したとしても、なんらかの社会的資源にアクセスして活用できる力、生きる力を

身につけてもらいたい。そして子どもたち１人１人が「権利の主体」として自分らし

く生きることができるようになってもらいたいと思っています。将来、何らかのトラ

ブルにあったときに、「自分の責任だから自分１人で解決しなければ」などと抱え込む

のではなく、「助けを求めていいんだよ」「頼っていいんだよ」というメッセージを伝

えることができたら、それだけでも法律教室を開催する意義は十分だと思っています。 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

－問い合わせ先－     

全青司人権擁護委員会 児童養護施設無料出張法律教室係 担当：石井 

電話：042-532-8147 E-mail：hiroaki_i_sihou@mre.biglobe.ne.jp 

悪質商法について学んだ

後、子ども達と一緒に描

いた啓発ポスター 
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送付先：(FAX)０３－３３５９－３５２７又は 

    （Email)info@zenseishi.com 

法律教室開催依頼書 
（FAX 又はメール） 

 

              （連絡先）全国青年司法書士協議会 

                             人権擁護委員会 

                      児童養護施設無料出張法律教室係 

 担当：石井 

 

 当学園は法律教室の開催を下記のとおり希望いたします。 

記 

学園名           御担当者名       

お電話番号   （  ）     

開催希望日時  

 第一希望 平成  年  月  日（ ）AM /PM ： ～  ： 

  第二希望 平成  年  月  日（ ）AM /PM ：  ～ ：  

 第三希望 平成  年  月  日（ ）AM /PM ：   ～  ： 

 

【開催内容要望】括弧内は一部例です。 

 □ 携帯、インターネットトラブルについて □ 架空請求 

  （SNS の怖さやトラブル事例の紹介）       （身に覚えのない請求がきた…） 

 □ アルバイト関連トラブルについて    □ 家計の収支 

  （バイト中お皿を割ってしまったら誰の責任？）   （社会に出たら何にお金がかかるか） 

 □ 借金、連帯保証等について       □ 各種契約 

  （友達に保証人になってってお願いされた）    （口約束も契約になるの？） 

 □ その他（以下空欄にご記載ください）  

                       

 ☆その他、ご要望がありましたらご自由にお書きください。 
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 2015 無料法律相談案内 申込施設 一覧    （掲載省略） 
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全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

こ
の
冊
子
へ
の
ご
意
見・
お
問
い
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は

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
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記
載
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れ
て
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律
は
20
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年
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現
在
の
も
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で
す
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著
作
権
法
上
、本
書
掲
載
の
写
真・
図・
文
の
無
断
転
載・
借
用・
複
製
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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発
行
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国
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司
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書
士
協
議
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作
／
株
式
会
社
ミ
ッ
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20
15
年
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月
1日
版

身
近
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法
律
ハ
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ク

こ
れ
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ら
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会
へ
出
る
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さ
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へ
。

こ
れ
か
ら
社
会
へ
出
る
皆
さ
ん
へ
。
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第
1章
第
2章

第
3章

第
4章

第
5章

第
6章

1 1 2 1 1 22 32 3

私
が
小
学
生
の
頃
、「
法
律
」と
は
遠
い
世
界
の
こ
と
で
し
た
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
く
言
葉
、本
屋
で
背
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る

難
し
そ
う
な
本
、そ
し
て
小
学
校
近
く
に
あ
る
赤
い
レ
ン
ガ
の
裁
判
所
。

で
も
大
人
に
な
っ
て
知
り
ま
し
た
。

働
く
こ
と
に
も
、住
む
こ
と
に
も
、遊
ぶ
こ
と
に
も
、買
い
物
や
外
食
、旅
行
に
も
、

す
べ
て
社
会
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に「
法
律
」が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
。

こ
れ
か
ら
社
会
へ
出
る
皆
さ
ん
へ
伝
え
た
い
こ
と
ー

。

そ
れ
は
社
会
と
い
う
大
海
原
を
進
ん
で
い
く
皆
さ
ん
に

知
っ
て
ほ
し
い
最
低
限
の「
法
律
知
識
」で
す
。

そ
れ
は
、決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
や
お
金
に
ま
つ
わ
る
ル
ー
ル
や
し
く
み
、ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法
、

生
活
を
支
え
、困
っ
た
と
き
に
は
利
用
で
き
る
制
度
な
ど
、

こ
の
小
さ
な
本
に
あ
る
の
は
、身
近
な「
法
律
」の
知
識
で
す
。

皆
さ
ん
が
社
会
に
出
て「
法
律
」に
出
会
う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

一
度
立
ち
止
ま
り
、こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
法
律
」を
知
る
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩
む
上
で
き
っ
と
役
に
立
つ
は
ず
で
す
。

私
た
ち
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
一
緒
に
楽
し
く「
法
律
」を
学
び
ま
し
ょ
う！

 は
じ
め
に

労
働
法
に
つ
い
て

3

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は
、全
国
約
3,
00
0名
の
青
年
司
法
書
士
か
ら
な
る
、「
市
民
の
権
利
擁
護
及
び

法
制
度
の
発
展
に
努
め
、も
っ
て
社
会
正
義
の
実
現
に
寄
与
す
る
」こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
で
す
。

契
約
い
ろ
い
ろ

7

お
金
に
つ
い
て

13

司
法
制
度
に
つ
い
て
　
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法
 

生
活
を
支
え
る
様
々
な
制
度

自
律
、そ
し
て
自
立
　
人
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

19 23 27 29 30

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
の
方
法
 ／
 　
ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
が
で
き
る
期
間
 ／
 

こ
ん
な
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
で
き
な
い

ク
レ
ジ
ット
に
つ
い
て
 ／
 ク
レ
ジ
ット
カ
ー
ド
で
リ
ボ
払
い
に
す
る
と
ど
う
な
る？
 ／
 借
金
に
つ
い
て
 ／
 

お
金
を
貸
す
ビ
ジ
ネ
ス
 ／
 ５
０
万
円
を
年
利
18
％
で
借
り
た
ら
、い
く
ら
払
う？
 ／

借
金
が
多
額
に
な
っ
た
ら
 ／
 保
証
人
に
つ
い
て
 ／
 し
っ
か
り
度
心
理
チ
ェ
ッ
ク

「
契
約
」っ
て
な
に
？

契
約
を
す
る
前
に
…
 

契
約
の「
取
消
」に
つ
い
て

取
消
で
き
る
例
 ／
 悪
質
商
法
の
例
 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
に
つ
い
て（
契
約
の
取
消
や
申
込
の
撤
回・
契
約
の
解
除
等
)  

 

一
人
暮
ら
し
と
お
金
の
管
理

お
金
の
使
い
方
を
考
え
て
み
よ
う
 ／
 家
計
簿
を
つ
け
て
み
よ
う
 ／
 

税
金・
自
動
車
や
バ
イ
ク
を
所
有
し
た
ら・
車
検
制
度
 

ク
レ
ジ
ッ
ト
と
借
金
に
つ
い
て
学
ぼ
う
 

司
法
っ
て
な
に
？
 

裁
判
の
種
類
 ／
 裁
判
員
っ
て
な
に
？

皆
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
？

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル

困
っ
た
時
に
は
ま
ず
は「
相
談
」し
ま
し
ょ
う！

社
会
保
険
制
度
 

生
活
支
援
制
度
 

健
康
保
険
 ／
 年
金
制
度・
障
害
年
金
 ／
 失
業
保
険
 ／
 労
災・
休
業
保
障

生
活
保
護・
医
療
単
給
 ／
 生
活
福
祉
資
金
貸
付
 ／
 臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
制
度
 ／
 

低
所
得
者
住
宅
 ／
 司
法
書
士
が
お
手
伝
い
し
ま
す
 
 

あ
と
が
き

相
談
先
一
覧
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3
4

労
働
法
に
つ
い
て

第
1
章

こ
れ
か
ら
、皆
さ
ん
は
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

「
働
く
」こ
と
も
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
章
で
は
、働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
法
律「
労
働
法
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

Q A

Q A

Q A ル
ー
ル 1 ル
ー
ル 3

ル
ー
ル 4 ル
ー
ル 5

ル
ー
ル 2

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

会
社
が
労
働
者
に
支
給
す
る
給
与
、賞
与
、残
業
代
、各
種
の
手
当
な
ど
、労
働
の
報
酬
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
を「
賃
金
」と
い
い
ま
す
。賃
金
は
、そ
れ
が
確
実
に
支
払
わ
れ
な
い
と
労
働
者
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、次
の
５
つ
の
ル
ー
ル（
原
則
）が
労
働
基
準
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

労
働
法
っ
て
何
で
す
か
？

会
社
で
人
が
働
く
場
合
、働
き
手
を「
労
働
者
」

と
い
い
、働
か
せ
る
側
を「
使
用
者
」と
い
い
ま

す
。労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
に
は
、経
済
的・

社
会
的
に
力
の
格
差
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

労
働
者
が
使
用
者
の
ほ
し
い
ま
ま
に
使
わ
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、労
働
基
準
法
、労
働

契
約
法
、パ
ー
ト
労
働
法
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

法
律
に
よ
っ
て
、労
働
者
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
を
規
律
す
る
こ
う
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
の
こ
と
を
ま
と
め
て
労

働
法
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

労
働
法
で
は
、賃
金
に
つ
い
て
ど
ん
な
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
通
貨（
現
金
）払
い
の
原
則

賃
金
は
、通
貨（
現
金
）で
支
払
わ
れ
ま
す
。銀

行
口
座
へ
の
振
込
に
つ
い
て
は
、労
働
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。賞
与（
ボ
ー
ナ
ス
）を
除
い
て

会
社
の
品
物（
商
品
）な
ど
現
物
に
よ
っ
て
代

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
直
接
払
い
の
原
則

賃
金
は
、労
働
者
本
人
に
支
払
わ
れ
ま
す
。た

と
え
、労
働
者
が
未
成
年
者
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、本
人
の
同
意
な
く
親（
親
権
者
）や
親
族
が

受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
全
額
払
い
の
原
則

賃
金
は
、労
働
者
に
全
額
を
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。た
だ
し
、所
得
税
の
源
泉
徴
収
や
社

会
保
険
料
・
雇
用
保
険
料
等
は
例
外
と
し
て
控

除（
天
引
き
）さ
れ
ま
す
。そ
れ
以
外
の
天
引
き

は
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
法
で
保
護
さ
れ
る

の
は
、ど
ん
な
人
で
す
か
？

労
働
基
準
法
や
労
働
契
約
法
な
ど
の
労
働
法

に
よ
り
保
護
さ
れ
る
労
働
者
は
、会
社
に
勤
め

る
人
、工
場
で
働
く
人
、お
店
の
販
売
員
、看
護

士
、教
師
、調
理
師
、大
工
、整
備
士
な
ど
、業

種
・
職
種
を
問
わ
ず
、す
べ
て
の
働
き
手
で
す
。

い
わ
ゆ
る
正
社
員
の
ほ
か
、契
約
社
員
、派
遣

社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、会
社
内
で

の
呼
び
方
に
か
か
わ
り
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
、

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
も
労
働
法
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
て
い
ま
す
。

賃
金
を
支
払
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
人

事
業
を
行
い
、労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
人

使
用
者（
雇
う
人
）

労
働
者（
働
く
人
）

　
　
毎
月
１
回
以
上
払
い
の
原
則

賃
金
の
支
払
い
は
、毎
月
1日
か
ら
末
日
ま
で

の
間
に
1回
以
上
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。し
た

が
っ
て「
今
月
分
は
来
月
に
2ヵ
月
分
ま
と
め

て
払
う
」と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
一
定
期
日
払
い
の
原
則

賃
金
の
支
払
い
は
、毎
月
、一
定
の
期
日（
25

日
や
末
日
と
い
っ
た
確
定
し
た
日
）と
決
ま
っ

て
い
ま
す
。「
毎
月
2
0日
～
2
5日
の
間
」あ

る
い
は「
毎
月
第
4
金
曜
日
」な
ど
変
動
す
る

期
日
に
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。た
だ

し
臨
時
の
賃
金
や
賞
与（
ボ
ー
ナ
ス
）は
例
外

で
す
。

「
働
く
人
」と
「
雇
う
人
」の

間
の
法
律
の
こ
と
で
す
。

す
べ
て
の
働
く
人
で
す
。

5つ
の
大
事
な
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

労
働
法
で
守
ら
れ
て
い
る

●
賃
金
、健
康
保
険
、年
金
、失
業
保
険
、労
災
・

休
業
保
険
な
ど
、「
働
く
」こ
と
に
関
わ
る
社
会

保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、P
23
～
24
へ
。

●
生
活
保
護
や
各
種
貸
付
制
度
な
ど
、生
活
に

困
っ
た
時
に
利
用
で
き
る
生
活
支
援
制
度
に

つ
い
て
は
、P
25
～
26
へ
。

●
税
金
に
つ
い
て
は
P1
4へ
。
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5
6

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

労
働
基
準
法
は
、休
憩
時
間
を
除
い
て
、１
週

間
に
４０
時
間
、１
日
に
８
時
間
を
超
え
て
労
働

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま
す
。こ

れ
を「
法
定
労
働
時
間
」と
い
い
、こ
れ
を
超
え

て
労
働
さ
せ
る
場
合
に
は
、会
社
と
労
働
者
の

過
半
数
か
労
働
組
合
と
で
取
り
決
め
を
書
面
で

し
て
、労
働
基
準
監
督
署
に
届
出
を
す
る
必
要

が
あ
る
ほ
か
、超
え
た
時
間
に
対
し
て
割
増
賃

金（
２５
％
増
し
）を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、１
日
の
労
働
時
間
が
６
時
間
を
超
え
る

場
合
に
は
４５
分
、８
時
間
を
超
え
る
場
合
に
は

１
時
間
の
休
憩
時
間
が
必
要
だ
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
、１
週
間
に
つ
い
て
少
な
く

も
１
日
の
休
日
が
必
要
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
法
に
よ
り
、一
定
の
労
働

時
間
と
休
日
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
保
険
の
失
業
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

法
律
を
守
ら
ず
、

働
く
人
の
権
利
を
軽
ん
じ
る

企
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
こ
と
で
す
。

労
働
時
間
の
長
さ
や

休
日
の
と
り
方
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

「
ブ
ラ
ッ
ク
・
バ
イ
ト
」

っ
て
何
で
す
か
？

マ
ス
コ
ミ
で
報
道
さ
れ
る「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」

「
ブ
ラ
ッ
ク・
バ
イ
ト
」と
は
、労
働
法
で
定
め
ら

れ
た
前
述
の
賃
金
や
労
働
時
間
の
ル
ー
ル
を

守
ら
ず
労
働
者
を
使
う
企
業
の
こ
と
を
総
称
し

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、賃
金
の
支
払
い
が
不
定
期
で

あ
っ
た
り
、様
々
な
名
目
で
賃
金
を
天
引
き
し

た
り
、ま
た
は
、休
憩
時
間
や
休
日
を
取
ら
せ

な
か
っ
た
り
す
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
や
ブ
ラ
ッ
ク・
バ
イ
ト
に
つ
い
て

は
、国
（
労
働
局
や
労
働
基
準
監
督
署
）も
目
を

光
ら
せ
て
お
り
、通
報
が
あ
れ
ば
改
善
す
る
よ

う
指
導
を
し
て
い
ま
す
。少
し
で
も
疑
わ
し
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、労
働
基
準
監
督
署
や
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

昼
間
は
仕
事
を
し
な
が
ら
、大
学
・
短
期
大
学

又
は
専
門
学
校
の
夜
間
部（
夕
方
か
ら
講
義
が

あ
り
ま
す
）に
通
う
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、専
門
の
資
格
を
取
得
で
き
る
専
門
学

校
に
つ
い
て
は
、働
い
て
い
る
社
会
人
を
対
象

に
し
て
、多
く
の
夜
間
部
が
あ
り
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、夜
間
部
の
場
合
に
も
、昼
間
の
学
生
と

同
様
に
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
し
、入
学

金
や
授
業
料
に
関
し
て
、公
的
な
奨
学
金
を
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、自
宅
で
学
習
す
る
通
信
制
の
大

学
や
講
座
な
ど
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
場
合
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
と（
講
座
の
内
容
や
、

自
身
の
雇
用
保
険
加
入
期
間
に
よ
り
制
限
が

あ
り
ま
す
）、
雇
用
保
険
か
ら
助
成
金
を
受
け

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、働
い
て
い
る
社
員
に
対
す
る
教
育
訓
練

を
充
実
さ
せ
た
り
、夜
間
部
に
通
う
社
員
を
奨

励
し
た
り
す
る
企
業
も
あ
り
ま
す
か
ら
、入
社

時
に
は
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
ね
。

仕
事
で
け
が
を
し
た
り
、

病
気
に
な
っ
た
場
合
は

ど
う
な
り
ま
す
か
？

労
働
者
が
仕
事
中
や
通
勤
途
中
に
け
が
を
し

た
り（
負
傷
）、
病
気
に
な
っ
た
り
、障
害
を
負
っ

た
り
、死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、労
働
者

災
害
補
償
保
険（
い
わ
ゆ
る
労
災
保
険
）か
ら
、

保
険
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

労
災
保
険
は
、す
べ
て
の
労
働
者
が
加
入
を

義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、短
期
や
日
雇
い
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
対
象
と
な
り
ま
す
。勤

め
先
や
労
働
基
準
監
督
署
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 勤
め
先
が
倒
産
し
た
り
、

失
業
し
た
場
合
の
保
険
は

あ
り
ま
す
か
？

勤
め
先
が
倒
産
し
た
り
、事
業
の
縮
小
な
ど
の

理
由
に
よ
り
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
は
、

再
就
職
ま
で
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、

雇
用
保
険
か
ら
、保
険
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
雇
用
保
険
は
、１
週
間
の
労
働
時
間
が
２０

時
間
以
上
あ
り
、３
１
日
以
上
の
雇
用
の
見
込
み

が
あ
る
す
べ
て
の
労
働
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
問
い
合
わ
せ
て
、失
業
給
付

の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）と
は
？

全
国
各
地
に
は
５５
０
以
上
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、仕
事
を
さ
が
し
て
い
る
人

へ
の
仕
事
の
紹
介
、幅
広
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う

技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
職
業
訓
練
の
情
報

提
供
、仕
事
を
辞
め
た
あ
と
の
失
業
保
険
受
け
取

り
の
手
続
き
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。仕
事
を
さ
が

し
た
い
と
き
、仕
事
を
辞
め
た
と
き
な
ど
に
は
相

談
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

「
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」「
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」等
い
ろ
い

ろ
な
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
あ
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ット

（
ht
tp
s:
//
w
w
w
.h
el
lo
w
or
k.
go
.jp
/）
で
も

情
報
提
供
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
や
専
門
学
校
の
夜
間
部
、

通
信
講
座
、企
業
の
教
育
訓
練

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
び
た
い

と
き
は
、ど
の
よ
う
な
方
法

が
あ
り
ま
す
か
？

●
 奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
P2
2
へ
。
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7
8

契
約
い
ろ
い
ろ

第
2
章 ｢契
約
｣っ
て
な
に
？

書
店
で

本
を
買
う

レ
ス
ト
ラ
ン
で

外
食
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
の

契
約
を
す
る

音
楽
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

部
屋
を

借
り
る

レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
で

D
V
D
を
借
り
る

友
達
に
腕
時
計
を

あ
げ
る
約
束
を
す
る

エ
ス
テ
を

利
用
す
る

契
約
の
方
式
は
自
由
。

契
約
を
結
ぶ
こ
と
は
個
人
の
自
由
。

契
約
す
る
こ
と
は
、契
約
内
容
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ
て
約
束
を
守
る

こ
と
で
す
。だ
か
ら
、契
約
す
る
前
に
は
｢本
当
に
必
要
な
の
か
？
｣

「
責
任
が
持
て
る
の
か
？
｣を
よ
く
考
え
る
べ
き
で
す
。

｢契
約
｣は
一
言
で
い
う
と
｢法
的
な
約
束
ご
と
｣で
す
。買
物
を
す
る
の
も
、ア
パ

ー
ト
を
借
り
る
の
も
、友
人
に
物
を
あ
げ
る
約
束
を
す
る
の
も
、す
べ
て
｢契
約
｣で
す
。

｢法
的
な
｣と
い
う
意
味
は
、
も
し
こ
の
約
束
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
、
国（
裁
判
所
）の

力
で
こ
の
約
束
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
す
。

契
約
の
内
容
に
責
任
を
持
つ
こ
と
。

契
約
は
双
方
の
合
意
で
成
立
し
ま
す
。

契
約
が
成
立
す
る
と
、契
約
内
容
に
つ
い
て
権
利
と
義
務
が
生
じ
ま
す
。

一
方
的
な
理
由
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

口
約
束
で
も
契
約
は
成
立
し
ま
す
。

契
約
書
は「
契
約
内
容
を
正
確
に
残
す
た
め
」に
作
る
も
の
で
す
。

契
約
書
に
印
鑑
が
な
く
て
も
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
す
。

他
人
か
ら
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
の
相
手
を
選
ぶ
の
は
自
由
で
す
。

契
約
の
内
容
も
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、人
を
殺
す
契
約
な
ど
法
律
に
違
反
す
る
契
約
は
無
効
で
す
。

契
約
成
立

（
法
的
約
束
）

申
込

本
を
く
だ
さ
い

ハ
イ
、ど
う
ぞ

承
諾

双
方
の
合
意

世
の
中
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
契
約
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
章
で
は
、生
活
に
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る「
契
約
」に
つ
い
て
、考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

必
要
の
な
い
契
約
、

守
る
こ
と
が
で
き
な
い
契
約

は
し
な
い
こ
と
で
す
。

契
約
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、

正
当
な
理
由
や

手
続
き
が
必
要
で
す
。

1

契
約
と
は
…
 「
約
束
」す
る
こ
と

契
約
を
す
る
前
に
…

契
約
の
身
近
な
具
体
例

1 2 3

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

！

コ
レ
く
だ
さ
い

か
し
こ
ま
り
ま
し
た

申
 込

承
 諾

支
払
い
に

無
理
は
な
い
か

契
約
に
責
任
が

持
て
る
の
か

契
約
の
相
手
が

信
頼
で
き
る
か

こ
の
契
約
は

本
当
に
必
要
？
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だ
ま
さ
れ
た
り
、お
ど
さ
れ
た
り
し
て
結
ん
だ
契
約

未
成
年
で
も
次
の
場
合
は
取
消
で
き
ま
せ
ん
。

①
 こ
づ
か
い
な
ど
を
使
っ
て
契
約
し
た
場
合
　

②
 結
婚
し
て
い
る
未
成
年
者
の
場
合

③
 相
手
に
成
年
者
で
あ
る
と
信
じ
さ
せ
て
契
約
し
た
場
合

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
悪
質
商
法
に
あ
っ
た
場
合
、

契
約
の
申
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。

未
成
年
者
が
、法
定
代
理
人（
両
親
な
ど
の
親
権
者
ま
た
は
後
見
人
）の

同
意
を
も
ら
わ
ず
に
結
ん
だ
契
約

悪
質
商
法
の
例

取
消（
ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
な
ど
）で
き
る
例

悪
質
業
者
は
、は
じ
め
か
ら
｢契
約
｣を
目
的
だ
と
言
う
と
警
戒
さ
れ
た
り
断
ら
れ
た
り

す
る
の
で
、本
当
の
目
的
を
隠
し
て
様
々
な
方
法
で
誘
っ
て
き
ま
す
。

資
格
商
法

「
あ
な
た
だ
け
が
選
ば
れ
ま
し
た
」「
景
品
が
当

た
っ
た
」「
会
っ
て
話
し
た
い
」な
ど
と
、有
利

な
条
件
を
強
調
し
て
電
話
や
S
N
S
を
通
じ
て

営
業
所
や
喫
茶
店
に
呼
び
出
し
、商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
契
約
さ
せ
ま
す
。

電
話
で「
受
講
す
れ
ば
資
格
が
取
れ
る
」「
も

う
す
ぐ
国
家
資
格
に
な
る
」な
ど
と
し
つ
こ
く

勧
誘
を
し
、講
座
や
教
材
を
契
約
さ
せ
ま
す
。

強
引
に
契
約
の
成
立
を
主
張
し
て
、書
類
や
教

材
を
送
り
つ
け
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

9
10

契
約
の「
取
消
」に
つ
い
て

2

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

駅
や
繁
華
街
の
路
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
と
称
し
て
呼
び
止
め
、喫
茶
店
や
営
業
所
に

連
れ
て
行
き
、契
約
に
応
じ
る
ま
で
解
放
せ
ず
、

帰
り
づ
ら
い
雰
囲
気
に
し
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
を
さ
せ
ま
す
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
S
N
S
な
ど
、偶
然
を
装
っ

て
近
づ
い
て
き
た
異
性
と
何
度
か
会
う
う
ち
、

高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、そ

の
後
相
手
と
は
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

ＳＦ
（
催
眠
）商
法

「
く
じ
に
当
た
っ
た
」「
新
商
品
を
紹
介
す
る
」

と
言
っ
て
人
を
集
め
、閉
め
切
っ
た
会
場
で
台

所
用
品
な
ど
を
無
料
で
配
り
、得
し
た
気
分
に

さ
せ
興
奮
状
態
に
し
て
お
い
て
、異
様
な
雰

囲
気
の
中
で
最
後
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ

け
ま
す
。

訪
問
買
取
商
法

「
い
ら
な
い
も
の
を
買
い
取
り
ま
す
」な
ど
と

言
っ
て
業
者
が
突
然
訪
問
し
て
き
て
、十
分
な

説
明
も
せ
ず
に
宝
石
や
指
輪
な
ど
の
貴
金
属

や
、売
る
つ
も
り
の
な
い
品
物
ま
で
も
取
り
上

げ
て
、安
い
値
段
で
強
引
に
買
い
取
り
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法

内
職
商
法

友
達
な
ど
を
誘
え
ば
儲
か
る
か
ら
と
商
品
の

販
売
組
織
に
誘
い
、商
品
を
購
入
さ
せ
、友
人

な
ど
次
々
に
組
織
へ
の
加
入
者
を
増
や
し
て

い
く
と
利
益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。勧
誘

時
の
成
功
話
と
違
っ
て
思
う
よ
う
に
加
入
者
を

獲
得
で
き
ず
、売
れ
な
い
商
品
を
抱
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「
在
宅
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
で
高
収
入
を
」「
資
格・

技
術
を
身
に
つ
け
在
宅
ワ
ー
ク
」な
ど
、広
告

で
勧
誘
し
、材
料
や
機
械
を
売
り
つ
け
た
り
、講

習
会
と
称
し
て
多
額
の
受
講
料
を
取
っ
た
り
し

ま
す
。実
際
は
、仕
事
は
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、ほ
と
ん
ど
収
入
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

デ
ー
ト
商
法
　

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

！
悪
質
業
者
は
、相
手
に
し
て
し
ま
う
と
、し
つ
こ
く
さ
れ
た
り
、脅
さ
れ
た
り
す
る
の
で

キ
ッ
パ
リ
断
る
こ
と
。甘
い
言
葉
や
う
ま
い
話
は
信
用
し
な
い
事
が
大
切
で
す
。

契
約
は
、お
互
い
の
合
意
の
上
に
成
り
立
つ
約
束
で
す
。

い
っ
た
ん
契
約
し
た
ら「
守
る
義
務
」が
生
じ
ま
す
。

し
か
し
個
人
と
事
業
者
で
は
、契
約
内
容
や
商
品
に
関
す
る
情
報
量
や
交
渉
力
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
の
で
、そ
の
両
者
の
間
の
契
約
に
つ
い
て
は
、契
約
後
に
無
条
件
で

契
約
の
取
消（
ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
な
ど
）が
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

1
て
ぐ
ち

2て
ぐ
ち

3て
ぐ
ち

4て
ぐ
ち

5て
ぐ
ち

6て
ぐ
ち

7て
ぐ
ち

8て
ぐ
ち

11



ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
と
は
、一
定
の
契
約
に
限
り
、

い
っ
た
ん
契
約
し
た
場
合
で
も
一
定
期
間
内
は
理
由
を
問
わ
ず

無
条
件
で
、申
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
る
制
度
で
す
。

そ
の
契
約
は
初
め
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

11
12

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
に
つ
い
て

3
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
期
間

1
2

3

4
5

6

こ
ん
な
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
な
い
！

で
き
な
い！

で
き
な
い！

で
き
な
い！

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
ハ
ガ
キ
を
出
す
と
と
も
に
司
法
書
士
・
弁
護
士
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訪
問
販
売

電
話
勧
誘
販
売

訪
問
買
取
商
法

マ
ル
チ
商
法
・
内
職
商
法

8日
間

8日
間

8日
間

20
日
間

お
店
に
行
っ
て
商
品
を
買
っ
た
場
合
や
、通
信
販
売
で
買
っ
た
場
合

業
者
が「
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。」
な
ど
と
言
っ
て
封
を
開
け
さ
せ
た
場
合

現
金
で
購
入
し
た
3
,0
0
0
円
未
満
の
商
品

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
 等

訪
問
販
売
で
あ
っ
て
も
、封
を
開
け
て
し
ま
っ
た
り
使
用
し
た
分
の

化
粧
品
や
洗
剤
な
ど
の
消
耗
品
。乗
用
自
動
車
。

（
契
約
の
取
消
や
申
込
の
撤
回・
契
約
の
解
除
等
）

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン
、外
国
語
会
話
教
室
、

学
習
塾
、家
庭
教
師
、パ
ソ
コ
ン
教
室
、

結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
の
6
業
種

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
が
で
き
な
い
か
な
？
と
思
っ
て
も
、契
約
の
解
除
等
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、早
め
に
司
法
書
士・
弁
護
士・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー・
法
テ
ラ
ス
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う！
！

契
約
日
を
含
め
て
、

こ
の
期
間
内
に
書
面
を
出
し
、

郵
便
局
の
消
印
が
押
さ
れ
て

い
れ
ば
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
ず
ハ
ガ
キ
な
ど
の

書
面
で
行
い
ま
す
。

そ
の
契
約
を
や
め
た
い

旨
を
書
い
て
両
面
の

コ
ピ
ー
を
と
り
ま
す
。

郵
便
局
の
窓
口
で
、

｢特
定
記
録
郵
便（
書
留
）｣
で

販
売
会
社
に
出
し
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
購
入
し
た
場
合
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
に
も
出
す
こ
と

窓
口
で

｢特
定
記
録
郵
便
受
領
書
｣

を
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
受
領
書
と

ハ
ガ
キ
の
コ
ピ
ー
が

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
し
た
と

い
う
証
明
に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
お
金
は
全
額
返
金
さ
れ
、

違
約
金
等
も
請
求
さ
れ
ま
せ
ん
。

商
品
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、

商
品
引
き
取
り
料
金
は
業
者
負
担

で
す
。

！ ！

内
職
商
法
や
モ
ニ
タ
ー
商
法
な
ど

マ
ル
チ
商
法
　
　

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、

ア
ン
ケ
ー
ト
商
法
、デ
ー
ト
商
法
な
ど

通
信
販
売
で
も
通
信
販
売
の
広
告
に
返

品
に
つ
い
て
の
説
明
や
条
件
が
書
か
れ

て
い
な
い
と
き
は
、商
品
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
８
日
以
内
な
ら
解
除
で
き
る

販
売
会
社
へ

契
約
を
や
め
た
い
旨
を
書
く

契 約 年 月 日

商　 品　 名

契 約 金 額

販 売 会 社 名　

平 成 ○ ○ 年 △ △ 月 × × 日

○ ○ ○ ○

△ △ △ △ 円

株 式 会 社 × × ×　 ○ ○ ○ 営 業 所

担 当 者 △ △ △ △ 氏

右 記 日 付 の 契 約 は 解 除 し ま す 。

な お 、 速 や か に 商 品 の 引 き 取 り 、

支 払 済 み ○ ○ ○ 円 の 返 金 手 続 き を 行 っ て 下 さ い 。

平 成 ○ ○ 年 △ △ 月 × × 日

住 所
氏 名

契 約 解 除 通 知 書

契 約 年 月 日

商　 品　 名

契 約 金 額

販 売 会 社 名　

平 成 ○ ○ 年 △ △ 月 × × 日

○ ○ ○ ○

△ △ △ △ 円

株 式 会 社 × × ×　 ○ ○ ○ 営 業 所

右 記 日 付 の 契 約 は 解 除 し ま す 。

平 成 ○ ○ 年 △ △ 月 × × 日

住 所
氏 名

契 約 解 除 通 知 書

ク
レ
ジ
ット
で
購
入
し
た
場
合
は
販
売
会
社
と

同
時
に
ク
レ
ジ
ット
会
社
に
も
出
す

〈
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
〉

裏
面

○ ○ 県 ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ ○ 番 地

○ ○ ○ ○ 御 中

特 定 記 録

住 所
氏 名

表
面

裏
面

特
定
継
続
的
役
務
提
供

特
定
顧
客
取
引

さ
ら
に

業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
で
き
る
例
外

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ
で
き
る
例
外

12



13
14

お
金
に
つ
い
て

第
3
章

お
金
の
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
は
、社
会
人
と
し
て
の
大
切
な
第
一
歩
で
す
。

こ
の
章
で
は
、身
近
な
お
給
料
の
し
く
み
、や
り
く
り
の
コ
ツ
、「
借
金
」の
利
息
や

保
証
人
に
つ
い
て
な
ど
、お
金
に
ま
つ
わ
る
基
本
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
人
暮
ら
し
と
お
金
の
管
理

1
労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め
た
ら
、ま
ず
、家
計
簿
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
！

毎
日
の
生
活
費
を
記
録
す
る
こ
と
で
、何
に
ど
の
く
ら
い
お
金
が
必
要
か
分
か
り
ま
す
。

１
ヵ
月
つ
け
た
ら
、１
ヵ
月
の
合
計
額
を
出
し
ま
す
。だ
ん
だ
ん
と
コ
ツ
が
わ
か
っ
て
き
た
ら
、貯
金
の

目
標
額
を
決
め
て
、少
し
ず
つ
貯
金
を
し
ま
し
ょ
う
！
貯
金
を
し
て
ほ
し
い
も
の
を
買
っ
た
り
、急
に
お

金
が
必
要
な
時
の
た
め
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

自
由
に
使
え
る
お
金

2.
8万
円

必
要
な
出
費

11
万
円

税・
保
険
料
な
ど

収
入

明
　
細

金
額

収
入
合
計

支
出
合
計

繰
越
し

入
金

食
費

住
居
費

水
道
光
熱
費

通
信
費

保
険
料

趣
味
娯
楽

被
服
費

交
際
費

日
用
品・
雑
貨

そ
の
他

貯
蓄

支
出

家
計
簿

残
高（
収
入
－
支
出
）

前
日
残
高

前
日
残
高

全
青
司
銀
行
よ
り
引
出

全
青
司
銀
行
よ
り
引
出
8
0
,
0
0
0

8
0
,
0
0
0

8
2
,
0
0
0

8
2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

月
　
　
日
（
　
）

4
2
7
2
7
月

家
計
簿
を
つ
け
て
み
よ
う

お
金
の
使
い
方
を
考
え
て
み
よ
う

収
入
と
支
出
を
把
握
し
よ
う

玉
ね
ぎ
・
人
参
な
ど

玉
ね
ぎ
・
人
参
な
ど

6
7
0
6
7
0

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

8
0
0
8
0
0

5
6
,
8
5
0

5
6
,
8
5
0

2
5
,1
5
0

2
5
,1
5
0

3
8
0
3
8
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

家
賃
 大
家
さ
ん
に
支
払

家
賃
 大
家
さ
ん
に
支
払

靴
下
靴
下

シ
ャ
ン
プ
ー

シ
ャ
ン
プ
ー

積
み
立
て
貯
金

積
み
立
て
貯
金

収
入

明
　
細

金
額

収
入
合
計

支
出
合
計

繰
越
し

入
金

食
費

住
居
費

水
道
光
熱
費

通
信
費

保
険
料

趣
味
娯
楽

被
服
費

交
際
費

日
用
品・
雑
貨

そ
の
他

貯
蓄

支
出

家
計
簿

残
高（
収
入
－
支
出
）

前
日
残
高

前
日
残
高

2
5
,1
5
0

2
5
,1
5
0

2
5
,1
5
0

2
5
,1
5
0

月
　
　
日
（
　
）

4
2
8
2
8
火

友
達
と
ご
飯

友
達
と
ご
飯

携
帯
代

携
帯
代

交
通
費
（
地
下
鉄
）

交
通
費
（
地
下
鉄
）

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

7
,
2
0
0

7
,
2
0
0

8
,7
2
0

8
,7
2
0

1
6
,4
3
0

1
6
,4
3
0

3
2
0
3
2
0

●
レ
ジ
ャ
ー
 ●
貯
金
 ●
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
 ●
ク
レ
ジ
ット
の
返
済
　
な
ど

●
家
賃
 ●
食
費
 ●
日
用
品
 ●
光
熱
費
 ●
電
話
代
　
な
ど

お
給
料
を
も
ら
っ
た
ら
、大
体
の
必
要
額
を
計
算
し
て
し
っ
か
り

管
理
し
ま
し
ょ
う！

控
除
1.
2万
円

控
除
1.
2万
円

控
除
1.
2万
円

手
取
り

13
.8
万
円

手
取
り

13
.8
万
円

手
取
り

13
.8
万
円

自
由
に
使
え
る
お
金

税
 金

税
金
は
国
や
自
治
体
に
納
め
る
お
金
で
、「
国
民
の
義
務
」

で
す
。国
民
か
ら
広
く
集
め
ら
れ
る
お
金
に
よ
っ
て
、様
々
な

社
会
制
度
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。税

金
の
な
か
で
も
、社
会
人
に
な
っ
て
働
く
と
身
近
に
な
る
の

が
、「
所
得
税
」や
「
住
民
税
」で
す
。こ
れ
ら
は
給
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、所
得
税
は
そ
の
年
の
所
得
に
対

し
て
、そ
の
年
に
納
税
し
ま
す
が
、住
民
税
は
、翌
年
に
税
金

が
か
か
っ
て
き
ま
す
。

な
お
、学
生
の
場
合
は
年
収
１３
０
万
円
以
下
の
ア
ル
バ
イ
ト

収
入
で
あ
れ
ば
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、ア
ル
バ
イ

ト
先
か
ら
も
ら
う
源
泉
徴
収
票
に
記
載
の
支
払
金
額
が
１０
３

万
円
以
下
な
の
に
所
得
税
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
場
合
は
、

税
務
署
に
確
定
申
告
を
す
れ
ば
全
額
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

自
動
車
や
バ
イ
ク
を
所
有
し
た
ら

自
動
車
や
バ
イ
ク
を
所
有
し
た
ら
、事
故
に
そ
な
え
て
自
動
車
損
害
賠
償

責
任
保
険（
自
賠
責
保
険
）に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
、傷
害
事
故
の
際
に
は
被
害
者
に
補
償
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、自
賠
責
保
険
で
支
払
わ
れ
る
保
険
金
だ
け
で
は
、被
害
者
に
支

払
う
賠
償
金
が
足
り
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、様
々
な
保
険
会
社
が
運
営

し
て
い
る
任
意
保
険
に
も
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

車
検
制
度

自
動
車
検
査
登
録
制
度（
車
検
）と
は
、自
動
車
や
排
気
量
２５
０
cc
超
の

バ
イ
ク
に
対
し
て
、検
査
に
よ
っ
て
安
全
に
使
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
す

る
と
同
時
に
、そ
の
自
動
車
な
ど
の
持
ち
主
が
だ
れ
か
を
公
証（
法
律
的

に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
）す
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

車
検
費
用
は
、車
の
状
態
や
車
種
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、お
お
む
ね
１５

万
円
前
後
か
か
り
ま
す
の
で
、自
動
車
な
ど
を
所
有
し
た
場
合
は
、車
検

の
時
期
に
そ
な
え
て
車
検
費
用
を
貯
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
必
ず
必
要
な
お
金

月
の
お
金
の
流
れ（
例
）

家 賃
給 料 日

光 熱 費

電 話 代

貯 金
ク レ ジ ッ ト

の 返 済

日
々
の
生
活
費

15
万
円
の
給
料
の
場
合

家 賃
給 料 日

光 熱 費

電 話 代

貯 金
ク レ ジ ッ ト

の 返 済

日
々
の
生
活
費

給 料 日

一
人
暮
ら
し
を
す
る
に
は
ど
の
く
ら
い
お
金
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。

住
む
と
こ
ろ
を
借
り
る
た
め
の
費
用
、家
具・
家
電
を
そ
ろ
え
る
た
め
の
費
用
、そ
し
て
日
用
品
や

食
費
、光
熱
費
な
ど
毎
日
の
生
活
費
な
ど
、ま
ず
は
必
要
な
支
出
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

仕
事
を
始
め
て
お
給
料
を
も
ら
っ
た
ら
、ほ
し
い
も
の

を
買
っ
た
り
、や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
…
。

で
も
、お
金
の
使
い
方
は
慎
重
に
！

次
の
お
給
料
日
ま
で
困
ら
な
い
よ
う
、上
手
な
や
り
く

り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
敷
金
(家
賃
2
～
3ヵ
月
分
程
度
)

●
前
払
い
家
賃
(約
1ヵ
月
分
)

●
不
動
産
業
者
へ
の
手
数
料

●
家
電
　
 ●
家
具

●
ふ
と
ん
 ●
調
理
器
具

●
食
器
　
な
ど

●
家
賃
　
 ●
食
費

●
日
用
品
 ●
光
熱
費

●
電
話
代
　
な
ど

住
む
と
こ
ろ
を

借
り
る
と
き
の
お
金

住
む
と
こ
ろ
が
決
ま
っ
た
ら

そ
ろ
え
る
も
の

毎
日
の
生
活
に

必
要
な
お
金

※
敷
金
が
か
か
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、後
で
余
分
に

お
金
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

お
米

sh
am
po
o

Ri
ns
e

収 入
支 出

収 入
支 出

収 入
支 出

ま
ず
は

つ
ぎ
は

さ
ら
に

13
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生 活 を 支 え る
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ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
先
に
商
品
を
受
け
取
り
カ
ー
ド
会
社
に
代
金
を
立
て
替
え
て
も
ら
い
、後
日
、

分
割
ま
た
は
一
括
で
、毎
月
そ
の
代
金
を
返
済
す
る
方
法
で
借
金
の
ひ
と
つ
で
す
。

サ
イ
ン
だ
け
で
簡
単
に
商
品
が
手
に
入
る
た
め
、借
金
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、感
覚
が
マ
ヒ
し

て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

預
金

ク
レ
ジ
ット
カ
ー
ド
の

発
行

ク
レ
ジ
ット
カ
ー
ド
の

契
約
申
込

ク
レ
ジ
ット
カ
ー
ド
の

提
示・
サ
イ
ン

顧
客
に
代
わ
っ
て
代
金
の
支
払
い

売
上
げ
に
応
じ
た
手
数
料
の
支
払
い

販
売
店（
加
盟
店
）

カ
ー
ド
会
社

消
費
者

例
え
ば
、月
額
1万
円
で
も
30
万
円
の
代
金
を
支

払
う
た
め
の
合
計
支
払
額
は
約
38
万
円
に
な
り

ま
す
。ま
た
リ
ボ
払
い
は
毎
月
返
済
額
が
一
定
の

た
め
、「
い
く
ら
借
り
て
い
る
」と
い
う
実
感
が
薄
く
、

自
分
の
収
入
以
上
の
買
物
を

続
け
て
し
ま
い
、い
つ
ま
で
た
っ

て
も
返
済
が
終
わ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
リ
ボ
払
い
に
す
る
と
ど
う
な
る
？

1万
円

毎
月
一
定
額

1万
円

1万
円

1万
円

1万
円

消
費
者
の
預
金
口
座
か
ら
立
て
替
え
代
金
の

自
動
引
き
落
と
し （
分
割
ま
た
は
一
括
の
自
動
引
き
落
と
し
）

銀
 行

た
と
た
と
え
ば
え
ば

30
0,
00
0円

80
,0
00
円

1月
2月

3月
4月

5月

バ
ッ
グ

手
数
料

バ
ッ
グ
購
入

30
0,
00
0円

＋
手
数
料

靴
購
入

20
,0
00
円

＋
手
数
料

ス
ー
ツ
購
入

30
,0
00
円

＋
手
数
料

手
数
料
が
か
か
り
ま
す！

リ
ボ
払
い
っ
て
こ
ん
な
し
く
み

お
金
を
貸
す
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
り

ま
す
。1
つ
は
お
金
を
預
か
っ
て
貸
し
出
す
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
、も
う
一
つ
は
お
金
を
預
か
ら
ず
、貸

し
出
し
を
専
門
に
し
て
い
る「
ノ
ン
バ
ン
ク
」つ
ま
り

消
費
者
金
融
会
社
や
リ
ー
ス
会
社
、ク
レ
ジ
ッ
ト
会

社
な
ど
で
す
。ノ
ン
バ
ン
ク
は
、貸
し
出
し
の
際
の
審

査
や
手
続
き
が
簡
単
に
す
む
分
、銀
行
な
ど
に
比
べ

て
利
息
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
者
金
融
会
社
・

信
販
会
社・

リ
ー
ス
会
社・

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社

な
ど
の
ノ
ン
バ
ン
ク

銀
行・
信
用
金
庫

お
金
を
預
か
っ
た
り

貸
し
た
り
す
る

お
金
を
預
か
ら
な
い

世
の
中
に
は
、お
金
を
貸
し
出
す
こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
。中
に
は
、

難
し
い
審
査
も
な
く
担
保
も
取
ら
ず
に
お
金
を
貸
し
出
し
て
、そ
の
代
わ
り
、返
済
の
と
き
に
高

い
利
息
を
取
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。テ
レ
ビ
C
M
な
ど
の「
お
手
軽
」な
イ
メ
ー
ジ
に

惑
わ
さ
れ
ず
、利
用
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

住
宅
ロ
ー
ン

カ
ー
ド
ロ
ー
ン

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
買
い
物

銀
行
等
　
　

銀
行
等

消
費
者
金
融・
信
販
会
社
等 （
サ
ラ
金
）

ク
レ
ジ
ット
・信
販
会
社
等（
翌
月
、一
括
払
い
を
除
く
）

年
利
 0
.5
～
3％

年
利
 8
～
18
％

年
利
 8
～
18
％

実
質
年
率
 8
～
18
％

借
金
に
つ
い
て

利
 息

元
 金

（
借
り
た
金
額
）

元
 金

（
借
り
る
金
額
）

ど
う
し
て
も
生
活
に
困
っ
た
と
き
は
、「
借
金
」を
す
る
前
に
、P
2
3
～
2
6
で
紹
介
し
て
い
る

生
活
支
援
制
度
の
利
用
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

！

返
済
額
が
少
な
い
た
め
、高
率
の
利
息
が
プ
ラ
ス
さ
れ
、返
済
期
間
が
長
期
化
す
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

に
て
ー え
！

リ
ボ
払
い
な
ら

月
毎
の
支
払
い
が

一
万
円
で
も

大
丈
夫
で
す
よ

し
か
し
お
高
い
…

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
ー

そ
う
 な
の
！？

じ
ゃ
あ

買
っ
ち
ゃ
う
♥

数
量
限
定
で

残
り
少
な
い
ん

で
す
よ

お
似
合
い
で
す

よ
ー
♥

ぜ
ひ
！

で
も
値
段
が
…

んんんん

い
か
が

で
す
か
？

1
2
3

4
5

お
金
を
貸
す
ビ
ジ
ネ
ス

O
O
O
O
銀
行

銀
行

OOOO 銀 行銀 行

リ
ボ
っ
て

リ
ボ
っ
て

で
も！

ち
ょ
っ
と

ま
っ
て！

え
っ！

よ
く
考
え
れ
ば

よ
か
っ
た
…

そ
う

な
の
？

O
O
O
O
銀
行

銀
行

OOOO 銀 行銀 行

OOOO 信 販信 販 OOOO ク レ ジ ッ トク レ ジ ッ ト

O
O
O
O
ファ
イナ
ンス

ファ
イナ
ンス

O
O
O
O
金
融

借
り
る
時

返
す
時
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借
金
が
多
額
に
な
っ
た
ら

保
証
人
に
つ
い
て

自
分
の
収
入
の
範
囲
内
で
生
活
す
る
の

が
一
番
で
す
。借
入
れ
は
、し
な
い
方
が

い
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
、も
し
借
金
が
多
額
に
な
っ
た

ら
、近
く
の
司
法
書
士
等
法
律
専
門
家
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。必
ず
解
決
方
法
が

あ
り
ま
す
。

お
金
を
借
り
た
り
す
る
と
き
に
約
束
を
し
て
、借
主
が
返
さ
な
く
な
っ
た
と
き
に
、借

主
の
代
わ
り
に
、そ
の
支
払
を
す
る
人
を「
保
証
人
」と
言
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、金
融
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
よ
う
と
す
る
友
人
に「
絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」

と
頼
ま
れ
て
保
証
人
に
な
っ
た
場
合
、後
日
そ
の
金
融
業
者
か
ら「
借
主
が
約
束
ど
お
り
に

お
金
を
返
さ
な
い
の
で
、代
わ
り
に
支
払
っ
て
下
さ
い
。」
と
請
求
さ
れ
れ
ば
、代
わ
り
に
あ

な
た
が
支
払
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、人
の
保
証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、自
分
が
お
金
を
借
り
る
の
と
同

じ
で
す
。 で
す
か
ら
、簡
単
に
人
の
保
証
人
に
な
っ
た
り
、人
に
自
分
の
保
証
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
頼
ん
だ
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

上
の
　
 ～
　
  を
あ
り
の
ま
ま
に
話
し

ま
し
ょ
う
。根
本
的
な
解
決
を
図
る
た

め
に
は
、「
事
実
」を
話
す
こ
と
が
大
切

で
す
。１
人
で
問
題
を
抱
え
な
い
で
、

ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

C
さ
ん

保
証

し
ま
す

連
帯
保
証
人

B
さ
ん

A
社

借
 主

貸
 主

相
談
す
る
時
に
は

｢自
分
の
収
入
と
生
活
費
｣

｢借
入
先
、借
入
時
期
、借
入
期
間
、借
入
金
額
｣

｢返
済
が
困
難
に
な
っ
た
理
由
｣

主
な
契
約

返
済
請
求 返
済

連
帯
保
証
契
約

保
証
し
て

作
成
者
：
広
島
修
道
大
学
　
准
教
授
　
柏
木
信
一
先
生

心
理
チ
ェ
ッ
ク

当
て
は
ま
る
も
の
に
 □
 印
を
し
て
下
さ
い
。

頼
ま
れ
た
ら
断
れ
な
い
、
お
人
好
し
な
方
だ
。

頼
ま
れ
た
ら
断
れ
な
い
、
お
人
好
し
な
方
だ
。

誰
に
も
相
談
せ
ず
、
自
分
の
中
に
背
負
い
込
み
が
ち
だ
。

誰
に
も
相
談
せ
ず
、
自
分
の
中
に
背
負
い
込
み
が
ち
だ
。

世
間
知
ら
ず
、
ま
た
は
無
知
だ
と
思
う
。

世
間
知
ら
ず
、
ま
た
は
無
知
だ
と
思
う
。

カ
ッ
コ
い
い
人
・
か
わ
い
い
人
に
疑
い
な
く
気
を
許
す
。

カ
ッ
コ
い
い
人
・
か
わ
い
い
人
に
疑
い
な
く
気
を
許
す
。

信
じ
や
す
い
、
あ
る
い
は
信
仰
深
い
方
だ
。

信
じ
や
す
い
、
あ
る
い
は
信
仰
深
い
方
だ
。

先
行
き
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。

先
行
き
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
る
。

寂
し
が
り
屋
だ
。

寂
し
が
り
屋
だ
。

楽
し
て
得
し
た
い
と
思
う
。

楽
し
て
得
し
た
い
と
思
う
。

人
任
せ
だ
。

人
任
せ
だ
。

自
信
過
剰
な
所
が
あ
る
。

自
信
過
剰
な
所
が
あ
る
。

無
頓
着
だ
。

無
頓
着
だ
。
 
例
：
片
付
け
を
し
な
い
、
面
倒
く
さ
が
り
。

例
：
片
付
け
を
し
な
い
、
面
倒
く
さ
が
り
。

皆
さ
ん
、
い
く
つ
あ
て
は
ま
り
ま
し
た
か
？

皆
さ
ん
、
い
く
つ
あ
て
は
ま
り
ま
し
た
か
？

た
と
た
と
え
ば
え
ば
50

万
円
を
年
利
18
％
で
借
り
た
ら
、い
く
ら
払
う
？

■
 月
々
の
返
済
額（
元
利
均
等
払
い
）…
 １
万
円
　

Ａ
さ
ん
は
遠
方
へ
の
転
職
が
決
ま
り
、自
動
車
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。購
入
費
用
は
全
部
で
10
0万
円
か
か
り
ま
す
が
、

貯
金
は
50
万
円
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。残
り
の
50
万
円
は
消

費
者
金
融
か
ら
借
り
る
つ
も
り
で
す
。購
入
後
は
ガ
ソ
リ
ン

代
や
車
検
代
な
ど
が
か
か
る
の
で
、Ａ
さ
ん
は
月
々
1万
円

ず
つ
返
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
元
利
均
等
払
い
と
は
、元
金
と
利
息
を
合
わ
せ
た
支
払
い

　
合
計
額
が
一
定
額
と
い
う
意
味

■
 年
利
率
…
…
…
…
…
…
…
  1
8％

■
 毎
月
の
返
済
日
…
…
…
…
　
１
日

50
万
円
借
り
れ
ば
車
が
買
え
る
な

返
済
に
約
8
年
か
か
り
、

借
り
た
お
金
と
利
息
は

ほ
ぼ
同
額
に
な
り
ま
す
。

1万
円
返
済
し
て
も
、1
回
目
は
7,
39
7円
が
利
息
分
に
な
り
、2
,6
03
円
し
か
返
済
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い

1

1
3

2 3

貯
金
50
万
円

消
費
者
金
融
か
ら

借
金
50
万
円

合
計
10
0万
円

Ｂ
さ
ん
に

お
金
を

貸
し
ま
す

Ａ
社
か
ら

お
金
を

借
り
ま
す

Ｃ
さ
ん
、

私
の
保
証
人
に

な
っ
て

く
だ
さ
い

A
社
か
ら
お
金
を
払
う
よ
う

請
求
さ
れ
た
ら
、Ｃ
さ
ん
が

Ｂ
さ
ん
の
代
わ
り
に
返
済
す

る
、と
い
う
こ
と
で
す

□
 が
多
い
ほ
ど
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
う
危
険
度
が
高
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。逆
に
全
く
 □
 が
な
い
人
も
要
注
意！

第
2
章
で
解
説
し
た
悪
質
商
法
の
手
口（
9
ペ
ー
ジ
）や
、

こ
の
章
の
お
金
の
使
い
方
に
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。少
し
ず
つ
で
も
い
い
の

で
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

3
4

5
10

20
30

40
50

60
70

80
90

94
2

1
0

10
0

50

元 金 利 息

20
回
 総
残
高
約
44
2,
14
1円

完 済

40
回
 総
残
高
約
36
4,
65
2円

（
万
円
）

回
回

回
回

回
回

回
回

回
回

50
万
円

約
43

万
円

約
93
.2
万
円

返
済
総
額

毎
月
1万
円

94
回（
約
8年
）
×

借
金（
元
金
）

利
 息

1万
円
×
50
回
＝
50
万
円
返
し
た
の
に

あ
と
、3
16
,0
86
円
払
う
必
要
が
あ
る

15
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司
法
制
度
に
つ
い
て
　

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法

第
4
章

社
会
に
出
る
と
、と
き
に
は
困
っ
た
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、ま
わ
り
の
人
と
ト
ラ
ブ
ル
が

お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。当
事
者
同
士
の
話
し
合
い
な
ど
で
解
決
で
き
な
い
場
合
に
は
、

「
司
法
制
度
」に
基
づ
い
て
対
処
し
、解
決
し
ま
し
ょ
う
。

裁
判
の
種
類

司
法
っ
て
な
に
？

1

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル

2

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

い
ろ
い
ろ
な
人
が
共
に
生
き
る
社
会
で
は
、日

常
の
行
動
や
出
来
事
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
行
動
や
出
来
事

を
法
律
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、間
違
っ
て
い
な

い
か
を
判
断
す
る
の
が
裁
判
所
で
あ
り
、こ
の

裁
判
所
の
機
能
を「
司
法
」と
呼
び
ま
す
。

人
生
の
中
で
は
、と
き
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
誰
で
も
経
験
す
る

可
能
性
が
あ
る
身
近
な
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

大
き
く
分
け
て
、民
事
裁
判
と
刑
事
裁
判
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

民
事
裁
判

人
と
人
、会
社
と
人
な
ど
の
間
の
も
め
ご
と
に
つ
い
て
、訴
え
た
人
の

言
い
分
が
正
し
い
か
判
断
し
ま
す
。

行
政
事
件

国
や
自
治
体
等
の
行
政
機
関
が
皆

さ
ん
に
し
た
行
為
が
正
し
い
か
を

判
断
し
ま
す
。

離
婚
や
子
の
認
知
等
、人
の
身
分
に

関
す
る
こ
と
や
家
庭
内
の
も
め
ご
と

に
つ
い
て
調
整
し
た
り
判
断
し
ま
す
。

家
事
事
件

刑
事
裁
判

詐
欺
や
殺
人
等
の
犯
罪
に

つ
い
て
、有
罪
か
無
罪
か

ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
裁
判
員
に
な
っ

て
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

裁
判
員
っ
て
な
に
？

裁
判
員
制
度
は
、一
般
の
国
民
が「
裁
判
員
」と
な
り
、殺
人
な
ど
の
重
大
な
刑
事
事
件
に
つ
い
て
裁
判
官
と
一
緒

に
議
論
し
て
判
決
を
行
う
制
度
で
す
。2
0
歳
以
上
で
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
な
ら
ば
、誰
で
も
裁
判

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。「
裁
判
な
ん
て
で
き
る
の
か
な
…
」と
不
安
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、裁

判
の
前
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
え
る
の
で
大
丈
夫
で
す
。こ
れ
ま
で
裁
判
員
に
な
っ
た
人
も
、ほ
と
ん
ど

が
良
い
経
験
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

友
だ
ち
に
お
金
を
貸
し
た
け
れ
ど
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
返
し
て
も
ら
え
な
い
。

お
店
で
お
金
を
払
わ
ず
に
、

商
品
を
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
転
車
で
走
っ
て
い
て
、

他
の
人
と
ぶ
つ
か
り
ケ
ガ
を
さ
せ
た
。

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、解
決
す
る
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
司
法
書
士
や
弁
護
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い！

！

憲
法
、民
法
、刑
法
、労
働
基
準
法

消
費
者
契
約
法
、道
路
交
通
法

身
近
な

法
律
の
一
例

裁
判

裁
判
所

法
律
を
創
る

と
こ
ろ

「
立
法
機
関

国
 会

具
体
的
な

出
来
事
を
法
律
に

あ
て
は
め
て
判
断
や

調
整
す
る
と
こ
ろ

司
法
機
関

裁
判
所

法
律
を
実
行
す
る

と
こ
ろ

行
政
機
関

内
 閣

返
す
約
束
を
し
て
お
金
を
貸
し
借
り
す
る
こ
と
を
金
銭
消
費
賃
借
契
約
と
言
い
ま
す
。（
P7
・
8参

照
）何
度
も
催
促
し
た
り
、第
三
者
を
交
え
て
話
し
合
い
を
し
て
も
返
し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、

最
終
的
に
は
裁
判
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
民
法
第
58
7条
】消
費
貸
借
は
、当
事
者
の
一
方
が
種
類
、品
質
及
び
数
量
の
同
じ
物
を
も
っ
て
返
還
を
す
る
こ
と
を
約
し
て
相
手

方
か
ら
金
銭
そ
の
他
の
物
を
受
け
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

お
店
の
商
品
の
所
有
権
は
お
店
に
あ
り
ま
す
。お
金
を
払
わ
ず
に
商
品
を
持
ち
去
っ
て
、自
分

の
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
ら
、万
引
つ
ま
り
窃
盗
罪
に
な
り
ま
す
。

【
刑
法
第
23
5条
】他
人
の
財
物
を
窃
取
し
た
者
は
、窃
盗
の
罪
と
し
、1
0年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

も
の
の
売
買
は
、売
り
主
が
商
品
を
引
き
渡
し
、買
っ
た
人
は
お
金
を
払
う
こ
と
で
成
立
し
ま

す
。し
か
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
販
売
業
者
の
実
態
が
つ
か
み
に
く
く
、特
に
前
払
い
し
た

後
で
連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
詐
欺
罪
に
あ
た
り
ま
す
。

自
転
車
は
、道
路
交
通
法
上
、車
両
の
一
種
で
あ
る「
軽
車
両
」と
な
り
ま
す
。つ
ま
り
、自
転
車

に
乗
っ
て
い
て
歩
行
者
に
ぶ
つ
か
り
、歩
行
者
に
け
が
を
さ
せ
た
場
合
は
、刑
事
上
の
責
任
が

発
生
し
、さ
ら
に
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
人
が
不
注
意
で
あ
れ
ば
、民
事
上
の
損
害
賠
償
責
任

も
発
生
し
ま
す
。

【
民
法
第
55
5条
】売
買
は
、当
事
者
の
一
方
が
あ
る
財
産
権
を
相
手
方
に
移
転
す
る
こ
と
を
約
し
、相
手
方
が
こ
れ
に
対
し
て
そ
の

代
金
を
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

【
刑
法
第
２０
９
条
】過
失
に
よ
り
人
を
傷
害
し
た
者
は
、３
０
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
科
料
に
処
す
る
。

【
民
法
第
７０
９
条
】故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
を
侵
害
し
た
者
は
、こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
負
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
物
を
し
て
、

お
金
を
振
り
込
ん
だ
の
に
商
品
が
届
か
な
い
。

お
金
の
貸
し
借
り

万
引（
窃
盗
）

他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た

ケ
ー
ス 1

万
引（
窃
盗
）

ケ
ー
ス 2

ケ
ー
ス 3

ケ
ー
ス 4

ネ
ッ
ト
通
販

16
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21
22

困
っ
た
時
に
は
ま
ず
は「
相
談
」し
ま
し
ょ
う！

3

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
被
害
、法
的
な
疑
問
な
ど
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
、誰
に
相
談
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

友
達
に
相
談
、身
近
な
人
に
相
談
…

だ
け
で
は
、完
全
な
解
決
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

「
困
り
ご
と
」は
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

解
決
ま
で
の「
み
ち
の
り
」は
大
き
く
分
け
て
3つ
あ
り
ま
す
。

専
門
家
に
相
談

し
ま
し
ょ
う！

法
律
に
書
か
れ
て
い
る
と

き
は
、法
律
を
使
っ
て
手
続

き
を
し
、解
決
し
ま
す
。

法
律
に
書
か
れ
て

い
る
け
れ
ど
、

争
い
が
あ
っ
た
り
、

は
っ
き
り
し
な
い
と

き
は
、ま
ず
相
手
と

話
し
合
い
を
し
ま
す
。

話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら

な
か
っ
た
と
き
は
、

裁
判
所
に
判
断
し
て
も

ら
い
ま
す
。

自
分
の
立
場
や
状
況
に

対
す
る
判
断
力
と
、

た
め
ら
わ
ず
に
相
談
す
る

勇
気
を
も
ち
ま
し
ょ
う！

友
達
か
ら
相
談
さ
れ
た
と
き

も
、適
切
な
相
談
機
関
を

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う！

も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
た
お
金

を
返
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

と
き
は
、お
金
の
貸
し
借
り
な
の

か
、お
金
を
も
ら
っ
た（
贈
与
）

な
の
か
、裁
判
所
に
判
断
し
て

も
ら
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、こ
れ
か
ら「
新
し
い
一
歩
」を
踏
み
出
す
わ
け
で
す
が
、

数
年
後
、た
と
え
ば
5年
後
や
１０
年
後
に
、ど
こ
で
、ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

○
○
に
な
っ
て
い
た
い
、○
○
だ
と
理
想
だ
な
…
…
と
夢
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。

「
今
日
の
こ
と
」を
大
切
に
し
な
が
ら
、一
歩
先
の「
将
来
の
こ
と
」も
考
え
な
が
ら
歩
ん
で
い

け
る
と
良
い
で
す
ね
。

悪
質
商
法
に

ひ
っ
か
か
っ
た
と
き
　
　

例
例

ク
ー
リ
ン
グ・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。

相
談
窓
口
や
相
談
を
受
け
る
法
律
家
の
と
こ
ろ
に
は
、法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
の
被
害
情
報
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。そ
の
情
報
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、法
律
が
必
要
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、法
律
家
は
法
律
を
作
っ
た
り
変
え
た
り
す
る
よ
う
、国
に
働
き
か
け
ま
す
。そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
社
会
も
変
わ
り
ま
す
。

例
え
ば
、高
い
金
利
に
苦
し
む
人
の
声
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
た
結
果
、「
出
資
の
受
入
れ
、預
か

り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
ま
り
に
関
す
る
法
律
」と
い
う
法
律
が
変
わ
り
、借
り
る
と
き
の
上
限

金
利
が
下
が
っ
て
高
い
高
利
に
苦
し
む
人
が
減
少
し
ま
し
た
。

相
談
は
、大
き
な
一
歩！
 社
会
を
変
え
る
原
動
力
で
す！

奨
学
金
制
度
　
窓
口
　
  日
本
学
生
支
援
機
構
、学
校
、地
方
自
治
体
、企
業
な
ど

進
学
し
た
い
け
ど
進
学
の
た
め
の
お
金
が
足
り

な
い
時
は
、
奨
学
金
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
団
体
が
奨
学
金
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
日
本

学
生
支
援
機
構
と
い
う
団
体
が
行
う
事
業
で
す
。

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
る
優
れ

た
学
生
等
に
対
し
て
奨
学
金
が
貸
し
付
け
ら
れ

ま
す
。
奨
学
金
の
申
し
込
み
は
在
学
す
る
学
校

を
通
じ
て
行
い
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
選
考

の
う
え
、
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
決
ま
り
ま
す
。

奨
学
金
を
借
り
る
と
い
う
こ
と
は
、
学
校
を
卒
業

し
て
か
ら
奨
学
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
学
生
支
援
機
構
以
外
で
は
、
返
さ
な
く
て

も
い
い
給
付
型
の
奨
学
金
事
業
を
行
っ
て
い
る

団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
の
先
生
と
相
談

し
な
が
ら
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

学
校
に
行
っ
て
い
た
と
き
は
漫
才
研
究
会
に
所
属
し
、タ
レ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。仕

事
を
し
な
が
ら
、漫
才
師
と
し
て
、ス
ー
パ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
て
い
ま
し
た
が
、結
局
売
れ

ず
、タ
レ
ン
ト
に
な
る
の
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
。仕
事
を
し
て
い
た
飲
食
店
の
店
長
に
な
っ
た

後
、今
は
、自
分
の
お
店
を
出
し
て
、お
客
さ
ん
を
笑
わ
せ
て
い
ま
す
。　
　
   
  ３
0代
男
性・
飲
食
業

一
時
期
ヘ
ル
パ
ー
3級
の
資
格
を
取
っ
て
、正
社
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。で
も
、や

っ
ぱ
り
ア
ニ
メ
関
係
の
仕
事
が
し
た
く
て
、今
は
、バ
イ
ト
を
2つ
掛
け
持
ち
し
て
、専
門
学
校

に
通
っ
て
い
ま
す
。 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ２
0代
女
性・
ア
ル
バ
イ
ト
 

学
校
を
卒
業
し
た
後
、何
度
か
職
場
を
変
わ
り
ま
し
た
が
、今
は
工
場
で
働
い
て
い
ま
す
。今

の
職
場
は
口
下
手
な
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。こ
ん
ど
は
で
き
れ
ば
長
く
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
  ３
0代
男
性・
会
社
員

学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
結
婚
し
ま
し
た
。子
ど
も
を
産
ん
で
、子
ど
も
が
１
歳
に
な
っ
た
時
か

ら
パ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
、本
を
買
っ
て
資
格
の
た
め
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。7
年
か

か
り
ま
し
た
が
よ
う
や
く
合
格
し
、今
は
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。　
　
   
40
代
女
性・
自
営
業

学
校
を
卒
業
し
て
土
木
現
場
で
働
い
て
い
ま
す
。毎
朝
早
く
か
ら
日
が
暮
れ
る
ま
で
体
が
ツ

ラ
イ
時
も
あ
る
け
れ
ど
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。自
分
で
勉
強
し
て
試
験
を
受
け

て
い
ま
す
。い
つ
か
は
資
格
も
取
っ
て
、給
料
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 
 ２０
代
男
性・
建
設
業

学
ぶ
た
め
に
学
費
が
必
要
な
場
合
は
、奨
学
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
？

　
今
日
の
こ
と
 　
　
明
日
の
こ
と

先
輩
の

声

将
来
の
こ
と

●
働
き
な
が
ら
学
ぶ
方
法
に
つ
い
て
は
、P
６
へ
。
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生
活
を
支
え
る
様
々
な
制
度

第
5
章

病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
、皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。

収
入
も
な
く
貯
金
も
減
っ
て
い
く
と
生
活
す
る
こ
と
も
困
難
に
な
り
ま
す
。

で
も
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。そ
ん
な
困
っ
た
状
態
を
、社
会
全
体
で
負
担
し
あ
い
助
け
合
う

た
め
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。こ
の
章
で
は
、ど
ん
な
制
度
が
あ
る
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

社
会
保
険
制
度

1
労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

健
康
保
険

窓
口
　
市
区
町
村
役
場
、会
社

P3
～
6を
み
て
ね

P3
～
6を
み
て
ね

P5
を
み
て
ね

社
会
に
出
て
心
配
な
の
は
、ケ
ガ
や
病
気
、失

業
な
ど
で
収
入
が
な
い
と
き
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。そ
ん
な
と
き
の
心
強
い
味
方
が
社
会
保

険
で
す
。

「
社
会
保
険
」と
は
、病
気
や
事
故
や
失
業
な
ど

ア
ク
シ
デ
ン
卜
の
と
き
や
、将
来
高
齢
や
障
が

い
で
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、お
金

を
預
け
て
お
く
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。社
会
保

険
に
は
、「
健
康
保
険
」「
年
金
」「
労
働
保
険
」

「
介
護
保
険
」の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

健
康
保
険
と
は
、生
活
を
守
る
た
め
の
保
険
制

度
の
1つ
で
、 
病
気
や
ケ
ガ
で
の
出
費
に
備
え

て
日
頃
か
ら
加
入
者
が
保
険
料
を
支
払
い
、

そ
れ
を
財
源
に
必
要
な
と
き
に
必
要
な
人
が

保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
る
し
く
み
で
す
。「
健

康
保
険
料
」は
会
社
の
健
康
保
険
に
入
っ
て
い

る
と
き
は
、給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
、そ
う
で
な

い
と
き
は
市
区
町
村
へ
直
接
支
払
い
ま
す
。

特
別
な
理
由
が
あ
っ
て
、国
民
健
康
保
険
の
保

険
料
が
払
え
な
い
時
は
、支
払
い
を
少
な
く
し

た
り
、払
わ
な
く
て
良
い
場
合
が
あ
る
の
で
、市

区
町
村
の
窓
口
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

年
金
に
は
、２
種
類
あ
り
、日
本
国
内
に
住
所
の

あ
る
す
べ
て
の
人
が
入
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

年
金
制
度
は
そ
の
人
の
働
き
方
で
違
い
ま
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳
以
上
６０
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
が
入
る
の
が「
国
民
年

金
」、
会
社
員
や
国
家
公
務
員・
地
方
公
務
員
等

は
、そ
れ
に
加
え
て「
厚
生
年
金
」に
入
り
ま
す
。

「
厚
生
年
金
」に
入
る
人
は
、会
社
等
の
働
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
手
続
き
を
し
、保
険
料
は
給
与

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。ま
た「
厚
生
年
金
」は

「
国
民
年
金
」に
上
乗
せ
さ
れ
る
の
で
、保
険
料

は
高
く
な
り
ま
す
が
、も
ら
え
る
年
金
は
多
く
な

る
上
、保
険
料
の
半
額
を
会
社
が
負
担
し
て
く

年
金
制
度

窓
口
　
市
区
町
村
役
場
、年
金
事
務
所

会
社
員
、公
務
員
が
加
入

厚
生
年
金

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

国
民
年
金（
基
礎
年
金
）

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
自
分
が
払
う
お

金
は
、実
際
に
か
か
る
診
療
や
治
療
費
の
三
割

く
ら
い
の
負
担
で
す
み
ま
す
。ま
た
、病
気
や
ケ

ガ
で
働
け
な
く
て
、賃
金
が
も
ら
え
な
い
と
き

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る「
傷
病
手
当
金
」

や
、１
ヶ
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、一
定
の
金
額（
自

己
負
担
限
度
額
）を
こ
え
た
分
が
、あ
と
で
払

い
戻
さ
れ
る「
高
額
医
療
費
制
度
」も
あ
り
ま
す

の
で
、で
き
る
だ
け
健
康
保
険
は
毎
月
忘
れ
ず

に
支
払
い
ま
し
ょ
う
。

障
害
年
金

「
障
害
年
金
」は
、病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
っ

て
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、生
活
を
支

え
る
も
の
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。「
障
害
の

状
態
」と
は
、病
気
や
ケ
ガ
や
精
神
疾
患
で
体

が
不
自
由
に
な
っ
た
場
合
だ
け
で
な
く
、病

気
に
よ
り
長
期
療
養
が
必
要
で
仕
事
や
生
活

が
今
ま
で
ど
お
り
出
来
な
く
な
っ
た
と
き
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

障
害
年
金
を
受
け
た
い
場
合
は
、住
ん
で
い

る
市
区
町
村
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。自
分
で
手
続
き
を

す
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、社
会
保
険
労
務

士
と
い
う
専
門
家
に
依
頼
す
れ
ば
手
続
を
代

わ
り
に
し
て
く
れ
ま
す
。

年
金
制
度
の
ひ
と
つ

れ
ま
す
。

年
金
は
、２
０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
４０
年
間
の

う
ち
、２
５
年
以
上
保
険
料
を
支
払
う
と
、原
則

と
し
て
６５
歳
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、忘
れ
ず
に
支
払
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
年
金
を
支
払
っ
て
い
な
い
と
障
害
年
金
が

も
ら
え
な
く
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

2階
部
分

1階
部
分

〈
労
働
保
険
〉 
失
業
保
険

窓
口
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

会
社
員
は
、「
労
働
保
険
」の
ひ
と
つ
と
し
て

「
雇
用
保
険
」に
加
入
し
ま
す
。雇
用
保
険
の
失

業
給
付
(失
業
保
険
)と
は
、倒
産
、定
年
、自
己

都
合
等
で
会
社
を
辞
め
た
と
き
、次
の
仕
事
が

見
つ
か
る
ま
で
、国
か
ら
一
時
的
に
お
金
が
支

〈
労
働
保
険
〉 
 労
災
・
休
業
保
障

窓
口
　
労
働
基
準
監
督
署

労
災
(労
働
災
害
)と
は
、労
働
者
が
、業
務
上

又
は
通
勤
途
上
で
の
、ケ
ガ
や
病
気
、障
害
、

死
亡
す
る
災
害
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。労
働
者

が
労
災
に
あ
っ
た
と
き
に
備
え
る
制
度
が
労

災
保
険
 (
労
働
者
災
害
補
償
保
険
)で
す
。

労
災
保
険
は
、労
働
者
の
種
類
を
間
わ
ず
、原

則
と
し
て
全
て
の
労
働
者
(ア
ル
バ
イ
ト
や

パ
ー
ト
、派
遣
労
働
者
も
含
む
)に
適
用
さ
れ

ま
す
。

こ
の
保
険
料
は
、全
額
会
社
負
担
で
す
の
で
、

給
与
明
細
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

労
災
保
険
の
給
付
の
中
で
も
、労
災
の
た
め

に
仕
事
を
休
ん
で
お
給
料
を
も
ら
え
な
い
場

合
、そ
の
あ
な
う
め
を
す
る
の
が「
休
業
(補

償
)給
付
」で
す
。

こ
の
保
険
を
も
ら
う
た
め
に
は
、労
働
基
準
監

督
署
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。早
め
に
手
続
き

し
ま
し
ょ
う
。

払
わ
れ
る
制
度
で
す
。保
険
料
は
会
社
が
半
分

負
担
し
て
く
れ
ま
す
。自
己
負
担
分
は
お
給
料

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。会
社
を
辞
め
る
理
由

や
勤
続
年
数
な
ど
に
よ
っ
て
、も
ら
え
る
期
間

や
開
始
時
期
が
変
わ
り
ま
す
。

労
働
保
険
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、給
与
明

細
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

失
業
保
険
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、辞
め
た
会

社
か
ら
離
職
票
の
交
付
を
受
け
、住
所
地
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
請
し
ま
す
。

社
会
保
険
制
度
の
一
つ「
介
護
保
険
」は
、４
０
歳
以

上
の
人
み
ん
な
で
保
険
料
を
支
払
い
、高
齢
に

な
っ
て
困
っ
た
と
き
も
自
分
に
あ
っ
た
介
護
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
保
険
制
度
で
す
。
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生
活
支
援
制
度

2

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生
活
保
護
と
は
、生
活
に
困
っ
た
人
の
暮
ら
し

を
助
け
る
た
め
の
制
度
で
す
。国
が
定
め
て
い

る「
最
低
生
活
費（
生
活
保
護
基
準
）」
よ
り
あ

な
た
の
世
帯
の
収
入
が
少
な
く
、手
持
金
や
貯

金
な
ど
も
わ
ず
か
に
な
り
、生
活
に
困
っ
て
い

る
状
況
で
あ
れ
ば
、そ
の
理
由
に
関
係
な
く
誰

で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
保
護
を
受
け
る
た
め
に
は
、今
あ
な
た
が

い
る
場
所
の
市
役
所
な
ど
に
あ
る
福
祉
事
務

所
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、収
入
が
な
い
場
合
だ
け
で
な
く
、仕
事

を
し
て
い
て
も
収
入
が
少
な
い
時
は
、少
な
い

部
分
だ
け
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

生
活
保
護
は
、憲
法
に
基
づ
い
た
制
度
で
す
。

仕
事
を
失
っ
た
、母
子（
父
子
）家
庭
で
生
活
が

大
変
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
で
生
活
に

行
き
詰
ま
っ
た
と
き
は
、遠
慮
せ
ず
に
生
活
保

護
を
利
用
し
て
暮
ら
し
の
立
て
直
し
を
は
か
り

ま
し
ょ
う
。

生
活
保
護
制
度
の
ひ
と
つ
に「
医
療
扶
助
」と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。医
療
扶
助
の
主
な
内

容
は
、病
院
な
ど
で
受
け
る
一
般
診
療
と
、入

院
時
の
食
事
費
や
、薬
の
調
剤
、通
院
時
の
交

通
費
な
ど
で
す
。

　
収
入
で
生
活
費・
住
宅
費
な
ど
は
支
払
え
て

も
、医
療
費
が
出
せ
な
く
て
、病
院
に
行
く
こ
と

を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。こ
の

よ
う
な
場
合
で
も
、医
療
機
関
の
受
診
を
あ
き

ら
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
う
い
っ
た
場

合
は
、生
活
保
護
の
申
請
を
す
る
と「
医
療
扶

助
」の
み
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
単
給
の
場
合
、福
祉
事
務
所
か
ら
生

活
保
護
利
用
者
に
対
し
て「
医
療
券
」が
発
行

さ
れ
、受
診
の
際
に
医
療
券
を
提
示
す
れ
ば
、

医
療
費
は
福
祉
事
務
所
か
ら
医
療
機
関
に
対

し
て
直
接
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

医
療
単
給

生
活
保
護

窓
口
　
福
祉
事
務
所

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
り
、失
業
や
収
入
が
減
る

な
ど
で
生
活
に
困
っ
た
場
合
や
、一
時
的
に
生

活
資
金
な
ど
が
必
要
な
場
合
に
利
用
で
き
る

生
活
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付

窓
口
　
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
福
祉
資
金
貸
付
と
は
、収
入
が
少
な

か
っ
た
り
、障
が
い
や
高
齢
の
た
め
に
困
っ
て

い
る
世
帯
に
必
要
な
お
金
を
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。１
０
万
円
ま
で
の
一
時
金

や
教
育
費
は
、無
利
子
・
保
証
人
な
し
で
借
り

ら
れ
、そ
の
他
の
と
き
は
、連
帯
保
証
人
あ
り

の
場
合
無
利
子
、連
帯
保
証
人
な
し
の
場
合

で
も
低
い
利
率
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
と
必
要
に
合
わ
せ
た
資

金
、た
と
え
ば
、就
職
に
必
要
な
知
識
・
技
術

等
の
習
得
や
高
校
、大
学
等
へ
の
就
学
、介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
費
用
等
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
制
度

窓
口
　
市
区
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

仕
事
を
辞
め
て
、住
む
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
、

手
持
ち
の
お
金
も
な
く
な
っ
た
と
き
に
特
別

に
お
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

１０
万
円
ま
で
の
お
金
が
無
利
子
・
保
証
人
な

し
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

こ
の
お
金
を
借
り
る
た
め
に
は
、失
業
保
険
等

の
公
的
給
付
や
職
業
安
定
資
金
融
資
等
の
公

的
貸
付
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、仕
事
を
辞
め
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
手
続

き
す
る
と
き
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

低
所
得
者
住
宅

窓
口
　
市
区
町
村
、住
宅
供
給
公
社

都
道
府
県
や
市
区
町
村
が
経
営
す
る
住
宅
の

中
で
、住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人
で
所
得
の
低

い
方
を
対
象
と
し
た
住
宅
を「
公
営
住
宅
」と

い
い
ま
す
。所
得
が
一
定
の
基
準
よ
り
少
な
い

方
な
ど
が
入
居
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
、家

賃
も
民
間
ア
パ
ー
ト
と
比
較
し
て
低
額
で
す
。

生
活
保
護
世
帯
、ひ
と
り
親
、高
齢
者
、心
身
障

が
い
者
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の

被
害
者
等
、一
定
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、優
先

的
に
入
居
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、日
本
に
お
い
て
は
、皆
さ
ん
が
ピ
ン
チ
に
お
ち
い
っ
た
と
き
の
た
め
に
、様
々

な
生
活
支
援
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、日
本
で
は
生
活
支
援
制
度
を
利
用
す

る
の
は
恥
ず
か
し
い
と
い
う
風
潮
が
あ
り
、利
用
を
た
め
ら
う
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、生
活
支
援
制
度
は
誰
の
た
め
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、私
た
ち
自
身
の
た
め
に
あ
る
の
で
す
。私
た
ち
一
人
一
人
が
社
会
で
共
に
暮
ら
す

仲
間
と
し
て
協
力
し
、で
き
な
い
こ
と
は
助
け
あ
う
も
の
で
す
。そ
う
い
っ
た
当
た
り
前
の
こ

と
を
制
度
と
し
て
形
に
し
た
も
の
が
、上
記
の
よ
う
な
生
活
支
援
制
度
な
の
で
す
。困
っ
た

と
き
は
、一
人
で
抱
え
込
ん
だ
り
遠
慮
し
な
い
で
、ド
ン
ド
ン
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
司
法
書
士
は
、皆
さ
ん
と
同
じ
立
場
で
考
え
、一
緒
に
悩
み
、よ
り
良
い
方
法
を
見

つ
け
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。困
っ
た
と
き
、な
に
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
は
、通
常
お
買
い
物
を
し
に
い
く
の
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
、司
法
書
士
事
務

所
の
ド
ア
を
聞
け
て
く
だ
さ
い
。い
っ
し
ょ
に
解
決
方
法
を
探
っ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

司
法
書
士
が
お
手
伝
い
し
ま
す

生
活
保
護
の
ひ
と
つ

市
区
町
村
役
場
に
よ
っ
て
は
、福
祉
事
務
所
が「
健

康
福
祉
課
」と
か「
福
祉
課
」と
い
っ
た
名
前
で
呼
ば

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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28

自
律
、そ
し
て
自
立

人
と
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

第
6
章

す
べ
て
の
人
は
、人
と
し
て
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
平
等
に
持
っ
て
い
る
権
利
＝「
人
権
」が

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、国
の
最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
の
中
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
章
で
は
、自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

労 働 法 に つ い て

第
1章

 

契 約 い ろ い ろ

第
2章

 

お 金 に つ い て

第
3章

 

司 法 制 度 に つ い て

第
4章

 

第
5章

 

自 律 、 そ し て 自 立

第
6章

 

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

生 活 を 支 え る

様 々 な 制 度

人
と
し
て
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

持
っ
て
い
る
権
利

〈
日
本
国
憲
法
の
理
想
〉

「
勤
労
の
権
利
」「
生
存
権
」「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
等
の
様
々
な
権
利
を
制
度
と
し
て
保
障
し
て

い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
社
会
！

〈
現
実
の
社
会
〉

ト
ラ
ブ
ル
や
困
難
に
あ
い
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
「
自
律
」
が
で
き
な
い

と
き
や
そ
れ
に
向
か
っ
て
歩
く
こ
と
「
自
立
」
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

理
想
と
現
実
の
架
け
橋

で
も
、そ
の
大
地
に
は
自
分
だ
け
で
な
く

他
の
人
た
ち
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
自
由
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
自
由
と
自
由
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
と
き
に
は
、

お
互
い
に
調
整
す
る
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
「
公
共
の
福
祉
」
と
い
い
ま
す
。

社
会
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。

全
員
が
職
場
や
学
校
、地
域
な
ど
で
多
く
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

「
周
り
の
人
々
」や
「
社
会
」、
「
国
・
政
治
」に
関
心
を
持
ち
、お
互
い
に
調
整
す
る
こ
と
で
、

「
自
律
」や
「
自
立
」を
実
現
で
き
る
社
会
を
創
っ
て
い
け
ま
す
。

そ
し
て
、あ
な
た
自
身
の「
自
律
」と
「
自
立
」も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

自
由
と
共
生
の
た
め
の
視
点
 ―
公
共
の
福
祉
―

こ
う
し
て
み
る
と
、
一
人
の
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
、
け
っ
こ
う
難
し
い
こ
と
な
の
だ
と
感
じ
た

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
度
に
多
く
の
こ
と
に
関
心
を
持
っ
た
り
、

多
く
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
。

ま
ず
は
、
あ
な
た
自
身
が

「
自
由
と
い
う
大
き
な
大
地
の
上
に
存
在
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
を
存
分
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て

く
だ
さ
い
！

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

す
べ
て
の
人
は
、
誰
で
も
、
同
じ
よ
う
に
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

［
自
律
］　

［
自
立
］
一
人
一
人
が
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と

そ
れ
に
向
か
っ
て
人
生
を
歩
い
て
い
く
こ
と

と
い
う
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
に
も
、
こ
の
「
平
等
に
持
っ
て
い
る
権
利
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

第
１
３
条
 「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」

第
１
４
条
 「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は

　
　
　
　
　
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
法
律
や
制
度

を
使
い
、
法
律
や
制
度
に
詳
し
い
人
に
相
談
す
る
こ
と
で
、

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
！

「
自
律
」
と
「
自
立
」
へ
の
架
け
橋
が
見
つ
か
る
は
ず
！！

誰
も
が
「
自
律
」と
「
自
立
」
が
で
き
る
社
会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

た
と
え
ば

こ
う
し
て
み

い
う
こ
と

人
も
い
る
か

一
度
に
多

多
く
の
こ

ま
ず
は
、
あ

「
自
由
と
い

自
分
ら

自
分
ら

ど
ん
な
こ
と
を
学
び
（
学
問
の
自
由
）

ど
ん
な
神
様
を
信
じ
（
信
教
の
自
由
）

ど
ん
な
職
業
に
つ
き
（
職
業
選
択
の
自
由
）

ど
こ
に
住
む
の
も
自
由
で
す
し
（
居
住
移
転
の
自
由
）

誰
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
も
自
由
で
す（
表
現
の
自
由
）。

つ
ま
り
、
誰
も
が
自
由
と
い
う
大
き
な
大
地
の
上
に
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
！
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29
30

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
？

ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
で
す
か
？
そ
れ
と
も
、知
っ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
か
？

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、皆
さ
ん
が
社
会
に
出
た
と
き
に
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
い
く
つ
か
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、今
す
ぐ
全
部
を
お
読
み
い
た
だ
か
な
く
て
も
、必
要
な
と
き
に
必
要
な
ペ
ー
ジ

を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
。

社
会
に
出
る
と
、学
校
で
は
教
わ
ら
な
い
出
来
事
に
も
出
く
わ
し
ま
す
。

で
も
、知
ら
な
い
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
ば
、社
会
に
出
る
と
き
に
は
誰
も
が

1年
生
だ
か
ら
で
す
。現
在
、大
人
と
し
て
生
き
る
私
た
ち
に
も
分
か
ら
な
い
事
実
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、皆
さ
ん
も
分
か
ら
な
い
こ
と
、知
ら
な
い
こ
と
に
出
合
っ
た
ら
、遠
慮
な
く
誰
か
を
頼
っ
て
い
い
の
で
す
。

社
会
に
お
い
て
は
残
念
な
が
ら『
知
ら
な
い
こ
と
』に
よ
っ
て
損
を
し
た
り
傷
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
場
面
が
あ
り

ま
す
。こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
最
低
限
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

を
ま
と
め
た
つ
も
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、こ
こ
に
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
場
面
に
出
合
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。で
も
、困
っ
た
と
き
に
は
一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、い
つ
で
も
お
近
く
の
司
法
書
士
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

法
律
に
関
す
る
知
識
で
あ
れ
ば
、皆
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
と
え
そ
の
相
談
が
法
律
問

題
か
そ
う
で
な
い
か
、皆
さ
ん
自
身
が
判
断
で
き
な
い
と
し
て
も
、必
要
な
相
談
先
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

そ
し
て
、皆
さ
ん
と
一
緒
に
問
題
を
解
決
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
は
、決
し
て
、一
人
ぼ
っ
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
互
い
に
助
け
合
い
、お
互
い
を
尊
重
し
つ
つ
、社
会
の
一
員
と
し
て
一
緒
に
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
、笑
顔
で
、生
き
る
こ
と
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う！

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

当
番
司
法
書
士
ホ
ット
ラ
イ
ン

03
-3

35
9-

36
39

月
～
金
曜
日

1
4：
0
0
～
1
8：
0
0

司
法
書
士
業
務
に
関
す
る
相
談

例
え
ば
、

悪
質
商
法
、お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
、賃
金
未
払
い
、

敷
金
返
還
等
の
日
常
生
活
に
関
す
る
問
題
、

訴
訟
に
関
す
る
こ
と（
訴
え
ら
れ
て
困
っ
た
等
）

無
料
電
話
相
談

全
国
共
通
の
相
談
先

名
　
称

電
話
番
号

受
付
日
時
／
時
間

主
な
相
談
内
容

法
テ
ラ
ス

平
日
9:
00
～
21
:0
0、
土
曜
日
9:
00
～
17
:0
0

(日
曜
祝
祭
日・
年
末
年
始
休
業
)

法
的
ト
ラ
ブ
ル

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
者
ホ
ット
ラ
イ
ン

平
日
1
0：
0
0
～
1
2：
0
0

　
　
1
3：
0
0
～
1
6：
0
0
 

平
日
1
0：
0
0
～
1
2：
0
0

　
　
1
3：
0
0
～
1
6：
0
0
 

あ
な
た
の
地
域
の
相
談
先

名
　
称

電
話
番
号

受
付
日
時
／
時
間

主
な
相
談
内
容

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

  

法
テ
ラ
ス
 

  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

  

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

市
区
町
村
役
所

福
祉
事
務
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

警
察
署
 生
活
安
全
課

 
  

各
地
域
の
相
談
窓
口
が
検
索
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

名
　
称

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

相
談
内
容

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
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w
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司
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書
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法
的
ト
ラ
ブ
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消
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セ
ン
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法
テ
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総
合
労
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相
談
コ
ー
ナ
ー

労
働
問
題
に
関
す
る
相
談

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
等
、

消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
相
談

ht
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:/
/w

w
w

.m
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w
.g
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jp

/g
en
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/s
ei
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ou
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/w

w
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w
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.o

r.
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/s
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jim

us
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x.

ht
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
、

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活

全
般
に
関
す
る
苦
情
等

近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を

案
内

05
70

-0
78

37
4

03
-3

44
6-

09
99

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
事
前
に
調
べ
て
記
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

あ
と
が
き

相
談
先
一
覧

18
8

03
-3

44
6-

16
23
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全青司２０１５年度会発第５０号 

                                   ２０１５年９月２５日 
報道機関各位 
 

「全国一斉養育費相談会～子どもの笑顔のために～」 

最終結果報告 
                                                 全国青年司法書士協議会 

会 長 石 橋  修  

東京都新宿区四谷1-2 伊藤ビル7F 

TEL03-3359-3513 FAX03-3359-3527 

                                           e-mail KYW04456@nifty.com 

URL http://www.zenseishi.com/ 

 

拝啓  

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は当協議会の活動にご理解、ご支援を

賜り御礼申し上げます。 

  当協議会では、去る８月２日に、「全国一斉養育費相談会」を全国１９都道府県の会場におい

て実施いたしました。開催に当たって報道・取材等を頂きました皆様に、心より感謝申し上げま

す。 

 

さて、相談会の結果に関しましては、先に速報を送付させていただいておりますが、今般、詳細

な集計と結果に関する分析が完了しましたので、報告させていただきます。 

  

 詳細な報告は次頁以降に記しましたが、端的に申し上げますと、子どもの貧困、養育費の不払

いに関する深刻な状況が浮き彫りとなる結果となりました。また、１日に全国で２０３件もの相談が

寄せられるということは、子どもの貧困・養育費問題に関しての相談窓口が機能していないという

現実も痛感させられました。 

 

 当協議会は、今回の相談会の結果を踏まえ、今後も子どもの貧困問題・養育費の問題への取り

組みを一層加速させていく所存です。 

 今後ともご理解、ご協力を賜りたく、お願い申し上げる次第です。 

敬具 

 

 
＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

 
全国青年司法書士協議会 人権擁護委員会  
常任幹事 川上 真吾  

 
電 話  ０２６３－８５－３２６８   ＦＡＸ ０２６３－８５－３２６９      

 携 帯  ０９０－３５９８－１６０８ 
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一、「全国一斉養育費相談会～子どもの笑顔のために～」開催概要 

   平成２７年８月２日（日）１０：００～１６：００ 

   全国１９箇所で同時開催 

（釧路、秋田、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野、静岡、岐阜、三重、京都、大

阪、兵庫、岡山、広島、福岡、鹿児島） 

山梨、静岡、三重、京都、岡山では面談相談も同時開催。 

   電話回線数：３７回線 

 

二、結果報告 

  ・当日の相談件数 ２０３件 

    ※相談会翌日以降も当協議会が運営する「全青司ホットライン」に２０件の相談有り 

    

・相談者（当事者本人）の性別 

    男性５６名 女性１４３件 不明４件 

 

      

 

・会場別相談件数 
釧路 3 件 秋田 2 件  千葉 8 件 埼玉 10 件 群馬 7 件 東京（本部）32 件 
神奈川 11 件 山梨 3 件 静岡 5 件 長野 22 件 岐阜 17 件 三重 9 件 
京都 7 件  大阪 21 件 兵庫 11 件 岡山 7 件 広島 16 件 福岡 6 件 
鹿児島 6 件 

 

・相談者の居住地別 相談件数（32 都道府県から相談あり） 
北海道 2 件 福島 1 件 茨城 1 件 栃木 3 件 群馬 1 件 埼玉 16 件  
千葉 7 件  東京 15 件 神奈川 7 件 新潟 3 件 富山 1 件 山梨 1 件 
長野 14 件 岐阜 5 件 静岡 6 件 愛知 27 件 三重 8 件 滋賀 1 件  
京都 6 件 大阪 28 件 兵庫 12 件 奈良 4 件 和歌山 3 件 岡山 3 件  
広島 17 件 山口 1 件 徳島 1 件 香川 1 件 福岡 2 件 熊本 1 件  
大分 1 件 鹿児島 1 件 不明 3 件 

 

・相談者（電話をかけてこられた方）の区分  

 当事者本人からの相談１５０件 当事者以外からの相談４９件 

    不明４件 

 

 

 

 

56

143

4
0

100

200

男性 女性 不明

当事者本人の性別

当事者本人

の性別
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・相談者（当事者本人）の職業 

     

不明を除くと、男性は正社員が大半を占め、臨時雇用・その他、無職は少なかった。 

 女性は無職、臨時雇用・その他が半数近くを占めている。 

  母子家庭の母親の非正規労働化・低収入傾向が伺える。 

 

・相談者（当事者本人）の年収 

3

21

2 5

25

0

10

20

30

自営 正社員 無職 臨時雇用・その他 不明

職業（男性）

職業（女性）

0

33
17

51
42

0

20

40

60

自営 正社員 無職 臨時雇用・その他 不明

職業（女性）

職業（女性）

2 0 3 3

21
26

0
5

10
15
20
25
30

年収（男性）

年収（男性）

12 18 29
9 13

61

0
20
40
60
80

年収（女性）

年収（女性）
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 男性の収入は年収３００万円～が最も多く、半数近い。不明を除くとほとんどの方が３００万円

以上の年収ということになる。 

 女性は、０～２９９万円までの収入が半数近くであり、１９９万円までの収入の方が４割を超え

る。母子家庭の平均世帯収入（２９１万円、平成２３年全国母子家庭等調査）、平均年間就労収入（１

８１万円、同）の数値が実証された格好となった。 

 母子世帯の貧困が見て取れる。 

 

・相談者（当事者本人）の年齢   

 

  

子育て世代である２０代～４０代の方から相談が多く寄せられた。 

 

・子どもの人数（全体） 

  

 

4 6 9
1 0 1 0

35

0

20

40

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 不明

年齢（男性）

年齢（男性）

6
27 24

7 3 0 0

69

0

50

100

２０代以下 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 不明

年齢（女性）

年齢（女性）

78 70

29
2 2

0

50

100

１人 ２人 ３人 ４人 それ以上

子どもの人数（全体）

子どもの人数（全体）
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・相手方の職業 

   

  こちらも「相談者の職業」の結果と同様、相手方男性で正社員が多く、無職、臨時雇用・その他は

少なく、相手方女性で無職、臨時雇用・その他が多い。母子世帯の母親の非正規労働傾向が伺える。 

 

・現在の子どもの監護者 

  

 母親が監護者であるケースが圧倒的多数であった。 

 

 

 

143

7 8
31

0

50

100

150

200

母親 父親 それ以外 不明

現在の子どもの監護者

現在の子どもの監護者

0
6 8 11

31

0
10
20
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40

相手方の職業（相手方女性）

相手方の職業（相手方女性）

15

56

10 7

51

0
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20
30
40
50
60

相手方の職業（相手方男性）

相手方の職業（相手方男性）
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・現在の状況  

 

 予想していたより、婚姻中の方からの相談が多かった印象を受けた。 

 

・離婚している場合の種類 

  

  協議離婚が４割強と最も多い。協議離婚時に養育費の取り決めがなかったり、口約束・私文書など

の執行力を持たない取り決め方をしたりということによって、養育費の履行が困難となっている状況

が想定できる。 

調停離婚が３割強と、今回は調停で離婚している方が多かった印象である。 

（統計上、我が国は９割以上が協議離婚である。厚労省ＨＰより） 

 

 

・離婚後の年数 

  

 

64
48

3 3

29

0

20

40

60

80

協議離婚 調停離婚 裁判離婚 その他 不明

離婚しているの場合の種類

離婚しているの場合の種類
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離婚後の年数

57
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1 3
0

50

100

150

婚姻中 離婚後 非婚 不明

現在の状況

現在の状況
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・再婚の有無 

     

・子の養子縁組の有無 

 

・相手方との現在の状況 

相手方が男性のケースの「協議不能」が多い印象である。 

 

・協議不能の場合の理由 

17

8

27

0

10

20

30

自主協議可 協議不能 不明

相手方（女性）との現在の状況

37

53
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自主協議可 協議不能 不明

相手方（男性）との現在の状況

1 1 1
4
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0
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15

協議不能の場合の理由

（相手方が女性のケース）

7

64
80
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子の養子縁組の有無
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25
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相手方が男性のケースで「所在不明」「連絡不可」等の音信不通状態を理由とする方が多数であった。 

子どもの監護者のほとんどが母親であることを考えると（５ページ参照）子どもと父親が音信不通

状態となっており、面会交流が途絶えているということでもある。 

また、離婚後に元夫と接触が全くなくなっているケースが多い可能性もある。 

２０３件の総相談件数中、７件もＤＶを理由とするケースがあったことにも注意すべきである。 

 

・養育費に関する相談内容 

  男性の相談内容は「養育費金額」と「減額」で半数以上を占める。 

  金額に納得いかない、減額したい、減額調停を提起されているという相談内容が散見された。 

 

 

 女性の相談内容は、「請求手続」と「不履行」「強制執行」が多数を占めた。 

 支払われていないため、請求・強制執行を考えているという方が多かったということである。 

 

・養育費の取決め 

 今回の相談会は養育費の取決めのある方が圧倒的多数であった。（平成２６年度に実施された長野県青

年司法書士協議会の養育費相談会における相談者も、７割が取決めありの方からであった） 

49
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35
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60
80

養育費に関する相談内容（女性、複数回答可）

養育費に関する相談内容（女性、複数回答

可）
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養育費の取決め
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養育費に関する相談内容（男性、複数回答可）
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離婚母子家庭のうち、養育費の取り決めのある割合は約３８％に過ぎないという平成２３年全国母子

世帯等調査の結果を踏まえると、残念ながら、今回の相談会は、圧倒的多数であるはずの養育費の取り

決めのない方からの相談の受け皿にはなれなかった。より生活の困窮が想像できる、養育費の取り決め

のない方をいかに相談に繋げるかが、今後の課題である。 

 

  

 

・取決め方法 

 

  今回の相談会では、公正証書や調停で養育費を定めている方が多数であった。裁判所等の手続きで、

既に一度は調停委員や公証人等から養育費の説明を受け、裁判所等の手続きに自ら関わった経験を有

しており、今回の相談にもつながりやすかったのではないか。反面、そういった経験のない、口約束・

私文書で取り決めた方は、養育費に関する知識経験が浅く、相談にはつながりにくかったのではない

か。 

 

 

 

・養育費の取決め金額（子１人当たり） 

２～５万円が多数となっている。 
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・現在の支払状況 

 

  現在、支払いの無い方からの相談が多数であった。 

  取決め方法は裁判所と公正証書という執行力のあるものが多いにもかかわらず、支払われていない

ということが伺える。 

 

・養育費以外の関連相談内容 

 

 

・その他の分野の相談 

 

・司法書士紹介 
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三、相談事例（利用承諾を得たものの一部） 
 
・関東地方 ４０代 女性 
 職業：臨時雇用   本人年収２００万～２９９万 
子ども２人（１９歳、１５歳） 子の監護者は相談者。 

  養育費の取り決め有、調停離婚で取決め、子１人あたり１万円。 
  現在、養育費の支払いなし。 
 
  ２回ほど支払いがあったのみで、あとは全く支払いがなく未払い分も含めて請求したい

が、相手の所在が不明である。請求できるか。 
 
・関東地方 年齢不明 女性 
 職業：臨時雇用    本人年収１００万円～１９９万円 
 相手の職業：正社員 年収３００万円以上 
子ども３人（１２歳、９歳、６歳） 

  離婚協議中。 
   
  養育費の相場を知りたい。 

夫が「恋人が出来た場合には養育費を支払わない」「恋人が出来たことを隠していた場

合には支払った養育費を全額返す」などと不条理な条件を出してきている。どうすればよ

いか。 
 
・関東地方 ２０代 男性 
 職業：正社員   本人年収１００万～１９９万 
子ども２人（２歳、３ヶ月） 相手方は無職。子の監護者は元妻。 

  養育費の取り決め有、調停離婚で取決め、子１人あたり３万円。 
 
 給与が安定せず、家賃の負担もある上、勤務先からの手当てが減ってきたため、養育費

の支払いが苦しい。 
 
 
・関東地方 年齢不明 男性  

本人の職業、年収不明、相手方の職業、年収不明 
子ども１人（１１～１２歳）  
養育費の取り決めあり、調停離婚で取り決め、現在支払いあり 

 
現在、養育費を月５万円、相手方に支払っているが、最近、相手方が再婚し、再婚相
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手と子どもが養子縁組をしたという情報を聞いた。養育費の減額請求をすることができ

るか。 
 
・関東地方 ３０代 男性  

本人年収３００万円以上 
職業 正社員 相手方は無職、無収入 子ども１人（１０歳） 
養育費の取り決めあり、調停離婚で取り決め、現在支払いあり 

 
離婚後５年間ずっと、毎月２万５０００円養育費を支払ってきたが、相手方が月２回

の面会交流に応じない。どうすればよいか。 
 
・関東地方 ２０代 女性  

本人年収不明  
相手方 ２０代 職業 正社員 年収３００万円以上  
子ども１人（年齢不明） 
養育費の取り決めあり、調停離婚で取り決め、現在支払なし 

 
今年の４月に離婚調停が成立し、養育費が月３万円と取り決められ、４月末から支払

われることになっていたが、一度も履行がないので、強制執行したい。 
 
・関東地方 ４０代 女性   

職業正社員 本人年収３００万円以上 
相手方 ４０代 職業 正社員 相手方年収３００万円以上 

 
９月のはじめに第１子を出産する予定で、まだ子どもが生まれる前だが、夫と離婚し

たい。協議離婚の方向で進めたいが、夫が協力的でない。養育費等の金額の相場を知り

たい。 
 
・関東地方 年齢不明 女性 
  職業：無職          本人収入０円 
  子ども１人          相手方の収入不明 
  養育費の取り決め有り 裁判手続の中で決め、現在支払無し。 
  強制執行の仕方を教えて欲しい。銀行口座等を自分で調べなければいけないのか。自分

１人でできるのか。 
 
・関東地方 ４０代 女性 
  職業：臨時雇用       本人収入２００万円～２９９万円 

子ども２人(１９歳、１７歳)    相手方の収入不明 
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養育費の取り決め有り 私文書で決め 現在支払無し 
養育費の取り決めをした私文書を紛失した。離婚後すぐに支払が止まり４年たっている。

相手方は再婚し所在不明。養育費を請求したい。 
 
・関西地方 年齢不明 女性 
  職業：正社員         本人収入２００万円～２９９万円 
  子ども１人（１５歳）     相手方の収入不明 
  養育費の取り決め有り 私文書で決め 現在の支払無し 

離婚して８年。調停離婚だが養育費は私文書で決定。現在は支払われていない。相手方

とは連絡が取れるが住所は不明。相手方の実家は資産家だが非協力。 
 
・関東地方 年齢不明 女性 
 職業：正社員          本人収入４００万円 
 子ども２人           相手方の収入５００万円 

  養育費の取り決め有り 公正証書 現在の支払 
 
離婚後１年半は１人につき４万円の養育費が支払われていたが、その後支払われなくな

る。住所もわかるので連絡するも借金があるから払えないと言われている。強制執行をし

たいが、相手方の新たな働き先がわからない。 
 
・中国地方 ４０代 女性 
 職業：正社員          本人収入１００万円～１９９万円 
  子ども３人           相手方の収入４００万円 

 
相手方に浮気や DV があったが子どもが小さかったので我慢してきた。すでに夫婦関

係は破綻しており週２日間ほど同居しているだけ。生活費は月１８万円もらっているが、

そのうち１０万円は住宅ローンの支払いに充てるため生活が苦しい。相談者も働いてい

るので何とか生活しているが親の介護も始まり厳しくなってきた。住宅ローンは残り２

０年で相談者が連帯保証。相談者としては離婚をしたいと考えているが仕事と介護が忙

しく昼間相談できない。離婚後の生活が不安。 
 
・関西地方 年齢不明 女性 
 職業 不明 本人年収 不明 
 子ども１人（２０歳） 相手方の年収 不明 
 養育費の取り決め有、調停離婚で取決め 現在（１７年間）支払なし 

    
１８年前、娘が２歳の時に離婚した。調停離婚で養育費を定めた。１年間は支払があ

ったが、その後 17 年間支払われていない。家裁から履行勧告をしてもらったが、資力
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が乏しく支払われなかった。このまま回収できずに終わってしまうのか。また、相手方

に債務があった場合、養育費の請求をすることで、逆に債務を負わされることはないの

か。 
 
・関西地方 ４０代 女性 
  職業 無職 本人年収 なし 
  子ども２人（１４歳、１０歳）  
 相手方の年収 不明 
 １０歳の子どもが認知されていないが、相手方の所在不明のため、協議できない。 

  
 相談者は、女性の母親。娘は３回も逮捕された夫と離婚している。子どもは、中学２

年生の娘と小学５年生の息子がいるが、息子について認知されていない。息子の将来の

ために、せめて認知ぐらいしてもらってあげたい。 
 
・関西地方 年齢不明 女性 
  職業 不明 本人年収 不明 
  子ども１人（１８歳）  
  相手方の年収 不明 
 養育費をもらっていない。 

  
相談者は、女性の母親。娘が離婚して１８年。養育費は口頭で取り決めをしたが、全く

支払ってもらっていない。子どもの大学の費用くらい支払ってほしい。 
 
・関西地方 年齢不明 女性 
  職業 不明 本人年収 不明 
 子ども２人（１５歳、１３歳）  
 相手方の年収 不明 
 養育費の取り決め有、調停調書で取決め、現在支払いなし 

  
 １０年前に調停で離婚したが、支払が数回でなくなった。強制執行しようにも居所が分

からず、相手は自営業のため給与差押ができない。車も不動産も名義が分からない。 
 元夫の母親が間に入っており、理不尽なことを言われるので、精神的につらくて連絡も

しづらい。 
  子どもの高校の学費も相談者が支払った。大学の学費を出してほしい。 
 
・中国地方 ３０代 男性 
 職業：正社員  本人年収 ３００万以上 
子ども１人（年齢不明） 相手方の年収 不明 
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  養育費の取り決め有、口頭で取決め 現在支払い有 
 
 昨年３月に離婚し、養育費を５万円と口頭で取り決めた。面会は年２回程。元妻が再婚

したら、養育費の支払い義務はなくなるのか。また、面会できなくなるのか。 
 
・東海地方 ３０代 女性 
  職業：臨時雇用（パート） 本人年収 ～９９万円 
  子ども２人（８歳、３歳） 
  相手方の職業・年収不明 
  養育費の取決め有、公正証書。現在も支払あり。 
 
  自分が再婚し、再婚相手と子が養子縁組をしている。 
  元夫が、再婚・縁組後に支払った養育費の返還請求をちらつかせて来ている。 
 
・東海地方 ３０代 女性 
  職業：正社員 年収１００～１９９万 
  子ども１人（６歳） 
  相手方：３０代 正社員 年収不明 調停で離婚。 
 
  月３万円で養育費の取り決めがあるが、相手が再婚して子どもが生まれたので払えない

と言ってきた。履行勧告しても変わらなかったので、強制執行したい。 
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全青司２０１５年度会発第７１号 
２０１６（平成２８）年１月１４日 

内閣総理大臣 安倍晋三 殿 

厚生労働大臣 塩崎恭久 殿 

衆議院議長  大島理森 殿 

参議院議長  山崎正昭 殿 

政党各位 

 
児童扶養手当の所得算定基準に関する意見書 

 
全国青年司法書士協議会 
会 長  石 橋  修 

東京都新宿区四谷二丁目８番地 
TEL03-3359-3513 FAX03-3359-3527 

                     e-mail KYW04456@nifty.com 
URL http://zenseishi.com/ 

  
 私たち全国青年司法書士協議会は、全国の青年司法書士約３０００名で構成する「市民

の権利擁護及び法制度の発展に努め、もって社会正義の実現に寄与すること」を目的とす

る団体である。 
当協議会は、かねてより子どもの人権問題への取り組みを行っているところであるが、

昨年８月２日、さらなる取り組みとして養育費に関する全国一斉の電話相談会を開催した。

そこには、生活困窮に苦しむひとり親家庭から多数の声が寄せられたので、以下のとおり

意見を述べる。 
 

意見書の趣旨 
 

児童扶養手当の支給要件である所得の算定に際して、受け取った養育費の８割を算入す

る規定を廃止すべきである。 
 
現在、児童扶養手当においては所得要件が定められており、その算定に際し、手当受給

権者が支払いを受けた養育費の８割を収入認定するとされている（児童扶養手当法第９条

第２項、児童扶養手当施行令第２条の４第３項）。養育費を受給すれば児童扶養手当が減額

される関係にあるが、子どもの貧困対策の観点から同条項を即刻廃止し、養育費を受け取

った場合にも児童扶養手当が減らされることがないよう現行制度を改善すべきである。 
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意見の理由 
 
１．子どもの貧困の現状 

厚生労働省の平成２６年「国民生活基礎調査」によれば、最新の日本の子どもの相

対的貧困率は１６．３%であり、過去最悪の数値を更新した。約６人の１人の子どもが

貧困の中で育っているということになる。 
また、子どもがいる現役世帯の貧困率も１５．１％と過去最悪であり、このうち大

人がひとりの現役世帯の貧困率は５４．６％と驚くべき数値である（同調査）。子ども

がいる現役世帯のうち、大人がひとりの世帯は、２世帯に１世帯が貧困に陥っている

ということになる。 
 なお、「子どもがいる現役世帯のうち大人がひとりの世帯」とはいわゆるひとり親世

帯を指すが、厚生労働省の平成２３年度「全国母子世帯等調査」（以下、「母子世帯等

調査」という。）によれば、子どものいる世帯の１２%がひとり親世帯であり、子ども

のいる世帯の約８世帯に１世帯がひとり親世帯となる。もはやひとり親世帯は決して

めずらしい世帯ではない。 
 さらに、母子世帯の母の就労形態を見ると、非正規労働が全体の５２．１％を占め

ており、わが国の離婚母子家庭における年間就労収入の平均は１７６万円に過ぎない

（母子世帯等調査）。 
子どもの貧困・ひとり親家庭の貧困に対する対策は待ったなしの状況にある。 

 
２．養育費の現状 
  わが国において、養育費の取り決めをしている離婚母子家庭は約３８%であり、現在

も養育費の支払いを受けられている家庭は約２０%に過ぎない（母子世帯等調査）。離

婚母子家庭のうち、わずか２割しか養育費の支払いを受けていないのである。 

なお、離婚父子家庭では養育費の取り決めがある家庭は約１８%であり、現在も現在

も支払いを受けられている家庭は約４%に過ぎない。 

このように子の育ちのための経済的支えである養育費を受け取ることができていな

いという状況は大きな社会問題といえる。 

 
３．現場での声と制度の不備 
   当協議会では、子どもの貧困・ひとり親家庭の貧困に対し、収入面から支援するた

めに養育費の受給・取決めの推進が重要であるとの認識に至り、昨年８月２日に全国

一斉の養育費相談会の開催に踏み切った。結果として、１日で２０３件もの相談が寄

せられた。 
   本相談会を含め、われわれの相談の現場には「養育費をもらうと児童扶養手当が減

額されるので、養育費はもらわない」という相談者の声が多く寄せられている。 
現状の児童扶養手当制度においては、支払いを受けた養育費の８割が所得として算

定されてしまうため、養育費の支払いを受ければ児童扶養手当が減額されるという関
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係にある。当事者である相談者も、現状の養育費制度、児童扶養手当制度では、双方

の受け取りができない制度になっていることを熟知している。 
この算定方法は平成１４年の児童扶養手当法改正と同施行令の改正によって定めら

れたものであるが、これ以前には養育費は所得として算入されておらず、児童扶養手

当と養育費双方の受け取りが認められていた。いわば、この年に政府自らが子どもの

貧困に拍車をかける制度を構築したことになり、このような貧困拡大政策は是正され

るべきである。 
   また、わが国の子どもの貧困の現状を考えると、児童扶養手当は生活保護とは異な

り、収入に代替する公的給付ではなく、収入を補う社会手当と位置づけられるべきで

あり、子どもの貧困改善のために、児童扶養手当と養育費の双方を受け取ることがで

きるようにする必要があるのである。 
 
４．親子の関係性からの観点 
   わが国の「離婚後の面会交流の実施状況」についてみると、「面会交流を行ったこと

がない母子家庭」の割合は５０．８%であり、「面会交流を行ったことがない父子家庭」

は４１．０％に上る（母子世帯等調査）。つまり、わが国では離婚後において非監護親

と子どもの関係は非常に希薄になっており、交流が全くないというケースも多数に上

ることが窺える。 
   このような状況を改善するため、面会交流を促進するとともに、親子の関係におい

て面会交流と「両輪の関係」ともいえる養育費について、その受給を促進することが

親子の関係改善のために重要な意味を持つ。 
わずか月々５，０００円の養育費の支払いであったとしても、離れて暮らす親と子

の絆が復活し、交流が生まれる。また、５，０００円の養育費であっても、多くの食

料を購入できるし、衣服も購入できる。修学旅行の積み立てを再開でき、修学旅行に

行けるようにもなる。テキストや学習用品が購入できるようになり、子どもが意欲的

に学習するきっかけになるかもしれない。その養育費が「貧困の世代間連鎖を食い止

める」きっかけとなり、子どもにとって意義深いものになる可能性があるのである。 
 
５．結語 
   現在、子どもの貧困対策は待ったなしの状況にあり、平成２５年には子どもの貧困

対策法が成立し、一昨年には同法に基づく大綱も閣議決定され、社会全体で子どもの

貧困対策に取り組む気運が盛り上がってきている。 
養育費の受給・取り決めの推進が貧困改善の一つの手段となるよう、また、子ども

の健全な育成のため、親子の関係性を維持・復活させるためにも、養育費の確実な受

け取りを促進すべく、今こそ、平成１４年の制度改悪ともいうべき児童扶養手当の受

給額算出時の所得認定に際して養育費を算入する規定を撤廃し、養育費を受け取った

場合にも児童扶養手当が減らされることがないよう現行制度を改善すべきである。 
                                     以上 
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